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    再会した元生徒と恋に落ちました

    　

    有住美花

    　

    　


    
        プロローグ

        　

        調べ物をするふりをして職員室から図書室へ逃げ込み、ぼんやりと窓から空を眺める。

        生徒が帰り静かになった放課後。

        誰もいない図書館で、夕日を見ながら物思いに耽るが日課になっていた。そのとき、一人の生徒のことをいつも思い出す。

        彼女が卒業して八年――。元気に過ごしているのだろうか？

        　

        新米教師だった頃の私は、教師という職業が向いていないのかもしれないと本気で悩んでいた。悩みすぎて眠れなくて、体調を崩しがちだった。

        生徒にからかわれて、先輩教師には厳しく指導されて……。

        私は、なんのために教師をしているのだろう。胸が苦しくて、いっぱい、いっぱいになっていた。そんながんじがらめの私を救ってくれたのは、一人の女子生徒、村岡レオナだった。

        日本人とアメリカ人のハーフであるレオナは、産まれながらの金髪と、吸い込まれてしまいそうな力強いブルーの瞳をしていた。外見のせいで、彼女はとても目立つ存在だったため、クラスメイトに馴染めなくて教室ではいつも一人だった。それに彼女は、どことなく、とっつきにくい雰囲気を醸し出していた。

        授業をするだけでも精一杯だった私は、レオナを気にかけてあげる余裕すらなかった。

        一生懸命準備をしていても、授業で慌ててしまい、男子生徒にからかわれる日々――。

        廊下を歩いていると、三人の男子生徒に囲まれたことがある。ニヤニヤしながら寄ってきて、思春期の男の子のいやらしい視線を向けられた。

        『先生って処女？』

        とんでもないこと言われた私は一気に体中が熱くなり汗を噴き出してしまった。大人としてしからなければいけないのに、言い返すことができなくてうつむいてしまった。この状況から逃れたいと思っていると……。

        『あんた達、ガキだね』

        はっきりとした口調が聞こえてきた。

        すごく立派なことを言える人だと思って、振り返るとそこにいたのはレオナだった。

        彼女はくっきりとした大人びた顔立ちと、ブレザーの制服姿は妙にアンバランスでどこか魅惑的な雰囲気を醸し出している。チェックのプリーツスカートから伸びた足をしっかりと地につけ、腕組みをして毅然と男子生徒に立ち向かうはまるで女王様だった。

        『は？　てめぇ、何様だ？』

        注意された男子生徒は、レオナに怒りをぶつけるが彼女がいたって冷静だった。

        『寄って、たかって責めるなんてやめなよ。もう私たち高校生なんだよ。そんな子供みたいなことしないでほしいんだけど。目障り』

        そのやり取りを見ていた一部の女子生徒が「その通りだよ」と応援してくれ、拍手まで湧き上がってしまった。男子生徒らは顔を真っ赤にしてその場を去って行く。

        私はレオナに助けられたのだ。

        それからというものクラスの中心人物はレオナになり、私は男子生徒からからかわれることがなくなった。

        　

        私は、あなたのおかげで今でも高校教師を続けている。

        本当に感謝の気持ちで胸がいっぱいなの。

        どうか、あなたもどこかで元気で過ごしていることを願っています。

        　

        　

    

    
        第一章　運命の再会

        　

        仕事を終えて家に戻ってくると、母が台所で夕食の支度をしていた。

        醤油と砂糖で煮付けたいい匂いがする。肉じゃがでも作ってくれたのかな。

        同級生の中にはもう二人目が産まれたと知らせをくれる人がいるが、私はもう三十歳になるのにまだ実家暮らしをしている。

        私に気がついたのか、母親が振り返って微笑む。

        「お帰りなさい。もうすぐできるから手伝って」

        「うん」

        できあがった料理を食卓テーブルに運ぶと、公務員の父親が帰宅しテーブルに腰をかける。

        私には二つ年上の姉がいるが、八年前に結婚して家を出た。

        一つ年上の兄は、結婚はまだだが、婚約者がいて海外勤務をしている。今私は両親と三人暮らしだ。

        「芽流めるちゃん、幼稚園で描いた絵を見せてくれたんだけどね」

        芽流とは姉の子供だ。母親の楽しみは孫の話を姉から聞いて、夕食のとき私たちに教えることである。姪っ子の話は可愛いけれど、最後には母親はこう言う。

        「子供はかわいいのよ。早く結婚しなさい」と。私は苦笑いしながらうまくスルーしてきたけれど、アラサーになってしまったせいか、最近はかなりしつこい。

        芽流の話を終えた母親は、私に視線を移す。嫌な予感しかない。

        「合コンでも行きなさい。婚活パーティーに参加してきなさい」

        「うん」

        ――やっぱり、またその話だ。

        「ちゃんと真剣に考えないと、あっという間におばあちゃんになっちゃうのよ」

        「わかった。ちゃんと考えるから……」

        もうそろそろスルーできない状況になってきている。しかしいくら私でも誰でもいいという訳にはいかない。結婚するからにはやはり愛する人でなければならない。

        私をちゃんと愛してくれて、一生一緒にいたいと思える相手でないと結婚なんてする気になれない。問題はそういう人がまだ現われてないことだった。

        　

        　◆

        　

        「麻里子、ここに行ってきなさい」

        婚活パーティーを母親から勧められた二週間後。夕食を終えたタイミングで母親から一枚の用紙を差し出された。そこには『婚活パーティー申込み完了証明書』と書かれている。母親は勝手に婚活パーティーに申し込みをしてしまったのだ。私は、頭を金槌で叩かれたような強い衝撃を受けた。あまりにも勝手すぎる……。しかも、明日って。

        「お母さん、勝手に申し込まないで。私にも……」

        「どうせ予定がないんだから」

        立ち上がった母親はどこに隠しておいたのか、さっと紙袋を私に渡す。

        「いい相手が見つかるようにお洋服を買ってきたの。女の子は優しいピンク色の服がいいんだって」

        「女の子っていう年齢ではないよ……。もうアラサーだよ」

        「そうかもしれないけれど、こういうのが男受けがいいのよ」

        私は苦笑いをして紙袋を受け取る。満足そうな母親の顔を見ていると、結婚なんてしたくないなんて言い出せなかった。

        入浴を終わらせると自分の部屋に入り、紙袋の中から服を取り出した。ピンク色のふんわりしたブラウスと真っ白なフレアースカート。確かに女性らしい印象だったが、普段自分が着るのは職業柄無地のスーツが多いので違和感がとてもある。黒髪セミロング、垂れ目で眼鏡の私には似合わないような気が……。

        「……はぁ、行きたくない」

        大きなため息をついてしまった。

        結婚をして家族を持って子供を産む。そんな普通の生活に憧れないわけでもないけれど、私は男性が苦手なのだ。

        二十歳のとき、兄の友人が家に遊びにきたことがある。普段から頻繁に出入りしている人だったので、私は警戒することなく兄の部屋の中で一緒に話をしていた。兄が飲み物を持ってくると、外に出たそのときだった。突然、肩を抑えられて押し倒され、そのまま唇を奪われてしまったのだ。

        恋愛すらしたことがない私は、あまりにも驚きすぎて恐怖心が湧き上がってしまった。それから父親と兄以外の男性とは、極力関わりたくないと思いながら生活していた。

        「……男性がたくさんいるところに行かなきゃいけないなんて……なんだか憂鬱だわ」

        高校教師をしているけれど、どうしても男子生徒がいるところで働くのが辛くて、二年前から女子高で勤務をしている。男女共学の学校よりは自分らしくいられる。男性教師がいるから完全な女性のみの空間ではないけれど、社会人としてそれは仕方がないと思って過ごしていた。

        　

        次の日。婚活パーティーが行われるホテルに到着すると、受付でスーツを着た女性スタッフが立っていた。緊張しながら近づくと、柔らかな笑みを浮かべてくれる。

        「長谷川麻里子はせがわまりこと申します」

        「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

        案内されてついていくと女性ばかりが集まっている部屋だった。タブレットを渡される。

        「こちらにご記入お願いします。わからないことがあれば気軽に聞いてください」

        名前や住所などを登録して、職業や身長体重を入力した。次のページに行くと理想の男性の年収や趣味を選んでいく。どうせ私に合う人などいるはずないと思って、あまり内容を確認しないで適当に押した。

        登録を終え、緊張して待っているとパーティー会場に案内される。中に入ると数え切れないほどの男性がスーツを着て立っていた。もうこの空間にいるだけで気持ち悪いと思ってしまう。どうして男性を受け入れることができないのに、私は結婚しなければいけないのか。

        「本日はお集まりいただきありがとうございます。まずは一分間のフリートークタイムに入ります。お気に入りのお相手がいれば番号を忘れずにメモをなさってください」

        着飾った女性たちが、少しでも条件のいい男を探そうと虎視眈々こしたんたんとしている。

        男性らも女性を値踏みし、外見だけの見栄えのいい人を選ぼうとしていて、狙っている視線が気持ち悪い。

        体育会系的なガッチリした男性、生真面目そうな髪型にメガネのガリ勉タイプ。愛想を振りまいている調子がいいだけの人。絶対、好きにはなれそうにはない人たちばかりだ。

        男と女の欲望が渦巻いて、吐き気までしてくる。ああ、なんてところに来てしまったのだろう。こうなることが予想ついていたのに……。

        品のいい女性スタッフが壇上で話をしているが、私の意識がどんどん遠のいていき、立っていられなくなってしまった。

        「きゃあ」と周りにいる女性の悲鳴が聞こえる中、私はそこで記憶を失った。

        　

        　◆

        　

        高校生のレオナが制服のブラウスのボタンを外しながら、私に近づいてくる。あまりにも色っぽくて、私の心臓が壊れてしまいそうなほど、激しく鼓動を打っていた。

        「先生……私、先生のことが好き……先生……せんせ……」

        その声は遠くから聞こえ、だんだん近くになり、やがて私は意識を取り戻した。

        そっと目を開くと、自分がどこにいるのかわからず、キョロキョロと視線を動かす。

        私の顔を心配そうに覗き込んでいる綺麗な女性がいた――。

        まさか、村岡レオナ？　高校生の頃の面影のまま大人になった女性がいた。でもそんなはずは……どうして？　なぜここにいるの？

        金色の髪の毛を綺麗に束ねていて、ブルーの瞳が私をじっと射抜くように視線を向けていた。その瞳に見つめられるだけで全身の血液がふつふつと沸騰していくような感覚に陥る。

        「もしかして、村岡さん？」

        彼女の唇は綺麗に弧を描き、ゆっくりと頷いた。

        「先生、覚えていてくださったんですね。ご気分はいかがですか？」

        何が起きているのか理解できずに体を起こすと、休憩室のようなところに私は横たわっていたようだ。レオナは、過去に教えたことがある私の生徒。いつも、放課後の図書室で思い出す、彼女だ。上下黒のスーツを着ていて胸に金色のネームプレートを付けている。

        「どうして……」

        「私の会社が主催するお見合いパーティーに先生が出席されていたんです。一目見たとき、先生が参加されていることに気がつきました。そして、見つめていると先生の顔色がだんだん悪くなり倒れてしまったんです」

        「……そうだったの」

        元生徒の会社が主催するお見合いパーティーに参加していたなんて。私はものすごい羞恥心に襲われてしまった。

        「ご結婚、されていなかったのですね」

        「ええ。この歳で、変よね。恥ずかしいわ」

        「まだお若いですよ」

        レオナは優しい笑みを向けてくれた。透き通るような瞳と綺麗な声。学生時代と全く変わっていない。

        「もう大丈夫……」

        レオナは私の手をそっと掴んだ。

        「無理しないほうが良いかと思いますよ」

        「……え」

        「積極的に参加したように見えなかったんです。もしよかったら、どうしてこのパーティーに参加してみようと思ったのか、聞かせてもらえませんか？」

        真剣な瞳を向けてくれるので、レオナが元生徒だということを忘れてしまいつい口を開いた。

        「男性とのお付き合いが苦手で……家族が心配しているの……」

        レオナは私のことをじっと見つめると、それ以上説明しなくても理解をしてくれ柔らかい表情になる。

        「それは辛いですね」

        優しい声で呟くとそっと抱きしめてくれた。こんなに安心感に包まれた経験がなく、私は元教師と生徒の関係ということを忘れて委ねてしまった。しかし自分の立場を思いだすと、ハッとして離れた。

        彼女から高校生のときに、好きだと告白されたことがあったのだ。

        「先生、どうしたんですか？」

        「いえ……。私はあなたの教師だというのにこんなに弱い姿を見せてごめんなさい」

        レオナは太陽のような温かい目を向けてきた。

        「元教師です。今は違いますよ」

        「そうよね。ごめんなさい」

        「先生、さっきから謝ってばかりですよ」

        「そうね……ごめんなさい」

        「また、謝る。今日はまずは帰ってゆっくり休んでください。一人で帰ることができますか？」

        「大丈夫よ。仕事中で忙しいのに付き添ってくれて本当にありがとう。今度何かお礼をさせていただくわね」

        「是非そうしてください」

        いたずらっぽい笑みを向けて、レオナはポケットからスマホを取り出した。

        「連絡先を交換しておきましょう」

        「え？」

        「だって今度、何かお礼をしてくださるんでしょう？」

        彼女はとても頭がいい。学生時代も群を抜いて成績が良かった。勉強ができるだけではなく、人の心を読み取りよく気の利く素敵な子だった。

        私は連絡先を交換することに躊躇したが、レオナの言うとおり今は生徒と教師の間柄ではないので、問題はない。

        ドキドキしながらスマホを鞄の中から取り出して連絡先を交換した。

        「今父親の会社をいくつか引き継いで代表をやっているんです。結構仕事が忙しくて休みは不定期なのですが、必ず連絡します」

        「代表って社長？　本当にすごいわ」

        「先生に褒められるなんて夢みたいです。今日は先生に再会することができて本当に嬉しかったです」

        ブルーの瞳に見つめられると、なぜだかとても穏やかな気持ちになった。レオナに再会できただけでも、勇気を出してこの婚活パーティーに参加して良かったと思う。

        レオナがホテルの外まで見送ってくれた。

        私は無理をしないでタクシーで帰ろうと思って乗り込もうとしたとき。

        「社長」

        女性の声が聞こえてきた。その声はレオナに向けられている。

        「ちょっと待って。お見送りをしてから、話を聞くから」

        「はい」

        「本日はありがとうございました。どうぞお大事になさってください」

        レオナは自分の社員と共に頭を下げてくれ、タクシーの扉が閉められた。

        車が進みだすと、私は何とも言えない満たされた気持ちになっていた。例えて言うなら、疲れ切った体に甘いチョコレートを食べたときのような……そんな感じだ。

        体調は悪かったけれど、このまままっすぐ家に帰ってしまっては母親に怪しまれてしまう。少しお茶でもしてから帰ろうか。私はタクシーに行き先の変更をお願いした。

        　

        　

    

    
        第二章　頭も心もいっぱい……

        　

        「おかえりなさい」

        「ただいま」

        キッチンに入り冷蔵庫開けてミネラルウォーターを取り出し、グラスに注いで喉を潤した。ゆっくりと休んで来たので先ほどの体調の悪さは治っているが、母親の視線が痛い。

        「婚活パーティーは、どうだったの？」

        「うん」

        「カップルは成立したの？　どんな人が参加していたの？」

        質問攻めにあうのは予想していたことだけど、あまりにもしつこいので嫌な気持ちになってしまう。まさか途中退出してきたなんて言ったらどんな目に遭うのだろう。嘘は嫌いだけど、今は誤魔化すしかないと思った。

        「素敵な男性はたくさんいたわよ。残念ながら今日はカップル成立とはならなかったけど、ああいう雰囲気なんだって勉強になった」

        「そう……」

        あからさまに落胆された声を出された。親不孝な娘かもしれないけれど、どうしても結婚をする気にはなれない。

        「今日の夜ご飯は何？　手伝おうか？」

        「今日はお魚を煮付けることにしたの。婚活パーティーで疲れたでしょうからゆっくり休んで」

        なんとか話を誤魔化すことができてほっとしていたが、母親に嘘をついてしまったことは後ろめたい気持ちでいっぱいだった。

        　

        　◆

        　

        「これで本日の授業を終わります」

        午前中の授業が終わり、昼休みに入っていた。

        職員室に戻るため、ゆっくりと歩いていると、女子生徒らが教室の中で楽しそうにランチタイムを過ごしている。

        私は、レオナに告白された日を思い出していた。

        男子生徒らから助けてくれてから、レオナと距離が近くなった。図書室に逃げ込むのが好きだった私は、放課後によく訪れていたのだが、気がつけばレオナもいることが多かった。図書室は、七時まで開放されていたけれど、平日はほとんど誰も来ない。なので、ほぼ貸切状態だった。

        特に会話をすることなく二人で本を読む静かな時間。

        気がつけば、彼女がそばにいれているだけでとても落ち着いて、穏やかな気持ちになっていた。一人の生徒に、ましてや女子生徒に対してこんな心を抱いてしまうのは異常だと思っていた。

        そんなある日、彼女が突然近づいてきて私の髪の毛に触れた。

        ビクッと身体を震わせると、レオナは口元くいっと上げて笑っている。

        『驚かせてごめん。先生の髪の毛って本当に綺麗だなぁと思って、一度触ってみたかったの』

        『……それを言うなら、レオナの髪の毛のほうが綺麗だと思うわ。まるで天使みたい』

        私たちは、微笑みあった。しあわせだと思った。

        私とレオナが教師と生徒ではなく、女性同士でなかったら、どれほどしあわせだっただろうと想像したこともある。そんなことを考えて、私は胸に秘めた想いを隠しながら生きていた。

        衝撃の告白は、レオナが卒業する二ヶ月前だった。いつものように図書室にいるとレオナ近づいてきて、真剣な眼差しを向けられた。

        『先生、あたしが守るから。卒業してからでいい。付き合ってください』

        『え？』

        『本気だよ』

        もちろん私は彼女の気持ちに応えるようなことはしなかった。生徒とそんな関係になるなんて、絶対に駄目だと思ったのだ。

        それから彼女を避け続け、卒業式を迎えた。レオナが職員室までやってきたけれど、私はあえて身を隠したのである。

        ――レオナはあのとき、本気だったのだろうか。もしくは、ふざけていたのだろうか。

        私に告白してくれたことを覚えているのかな。

        　

        職員室に到着した私は、冷蔵庫の中に入れてある母親の手作り弁当を手に持った。お昼休みには必ず行くところがある。そこは保健室。別に体調が悪いわけではなくて、保健室の先生である佐久間汐里さくましおりととてもウマが合うのだ。

        保健室に到着してそっと扉を開くと、今日は誰も生徒がいない。ラッキーと思いつつ中に入ると、佐久間先生がちょうどのお弁当を広げたところだった。

        「お疲れ様です」

        「お疲れ様、長谷川先生」

        髪の毛を背中で一つにまとめていて、色白の清潔感がある佐久間先生は、生徒からも人気がある。話し方も優しくて、穏やかで、まるでうさぎのぬいぐるみのような雰囲気を持っている人だ。

        「今日もお弁当、彼女が作ってくれたんですか？」

        「そうよ」

        ここだけの話、佐久間先生は同性愛者なのである。現在、彼女と一緒に住んでいるらしい。

        お付き合いしている彼女は、元々教育実習生だったそうだ。体調を崩して保健室に来たのが出会いで、お互いに一目惚れをしたが、なかなか進まない関係に相当悩んだけれど、紆余曲折を経て結ばれたらしい。彼女の名前は凛花りんかさん。

        私も何度か会って食事を共にしたことがあるが、凜花さんは背が高くてスラーっとした体型でとても美しい。その美貌のおかげでスカウトされ、モデルへと転身した。今は有名雑誌の表紙を飾るほどの人気者である。

        私は昼休みに二人のラブラブ話を聞くことを楽しみにしていた。

        「この前の休みに二人でランチに行ったんだけど、そこのお店が凄く混んでいて行列ができていてね」

        「そうなんですか？」

        「凜花が変装していたんだけど、最近昼間の情報番組に出るようになって声をかけられることが増えたの」

        デート現場を見られてしまうのは、まずいのではないかと私はヒヤヒヤした。

        「パパラッチとかにとられてしまうんじゃないですか？」

        汐里先生は、にっこりと笑い首を横に振る。

        「外では絶対に恋人のような素振りは見せないから。手をつないだり、キスをしたりね」

        「なるほど、女性同士だから二人で外を歩いていても怪しまれないって言うことですね」

        汐里先生はウィンクをしてくれる。

        「その通り。女友達って言う感じで見てもらえるの。どんな状況になっても堂々とデートできるからいいわよ」

        嬉しそうに話してくれたが、少しだけ悲しそうな顔をした。

        「日本は同性愛者に対してまだまだ偏見が多いからね。もし許されるなら手をつないでゆっくりと堂々と歩きたいわ。どちらにしても、凜花は人気者だから難しいかしら。その分、家でしあわせに過ごせばいいのかな」

        愛する人の話をしている姿を見ると、こちらまで温かい気持ちになる。

        「それで、婚活パーティーはどうだったの？」

        「あぁ……実はですね」

        私は、曖昧な返事をする。顔を心配そうに覗かれたので、男性と関わることを想像して体調が悪くなったことを教えた。

        「……それで、助けてくれたのが元生徒だったんです」

        「へぇ、すごい偶然ね」

        「彼女が代表らしくて。若いのに社長なんてすごいなぁと尊敬しちゃいますよ」

        レオナのことを思い出すと、懐かしさがこみ上げてくる。

        「連絡先を交換してしまったんです。元生徒なのにいいのかなと躊躇しています……」

        「もう卒業したんだから、あまり関係ないんじゃない？」

        私は眉間にシワを寄せた。

        「過去に、私のことが好きですって、告白されたことがあるんです」

        「あら……そうだったの？」

        「もちろんそのときは、教師と生徒の間柄だったのでお断りしましたけど……。ずっと忘れられなくて……」

        佐久間先生が優しい表情を浮かべていた。

        「そう」

        「男性に対して恋心を抱いたことがないのに、その子を……卒業してもたまに夢に見るんです」

        それほどまで意識していた元生徒とたとえ女同士でも二人きりで会ってもいいのだろうか。

        佐久間先生が女の人とお付き合いしているのを聞いているので、元教え子というよりも恋愛対象として意識してしまうのかもしれない。

        「お礼にお茶でも誘うかと思っていたのですが……勇気が出なくて」

        「いい考えだと思うわ。チャンスを逃したら後悔するよ」

        そうは言っても、自分から連絡を入れるのはやはり勇気がいる。

        私はきっとこのまま何もなかったことにするのかもしれない。

        　

        本日の授業が終わり、明日の準備をするため資料を探しに図書室に行っていた。

        国語の教師になったのは、本が好きだったから。言葉というのは奥が深い。

        文章だけで人を感動させたり、怖がらせたり、ウキウキさせたりできるなんて素晴らしいと感動したことがきっかけで、文学に関わる仕事がしたいと思った。

        編集者とか、出版関係で働くのも憧れだけれど、両親の勧めで私は教師になる道を選んだ。進学するときも、就職するときも、服を買うときも母が決めてしまい自分の意見を持つということをほとんどしてこなかった。今までの私はそれでいいと思っていたし、変化を望んでいなかった。このままだと結婚相手も決められてしまうかもしれない。それだけは阻止しなきゃ。

        「はぁ」

        ため息をつくと、スーツの上着のポケットに入れてあるスマホが震えた。

        誰だろうと思って確認すると、レオナからだ。慌ててしまい手から滑り落ちそうになった。

        『次の土曜日空いていますか？　もしよければランチでも行きませんか？』

        本当にレオナからメールが来ると思わなかったので、返事に困ってしまった。

        あの若さで会社の代表をしている彼女の話を素直に聞いてみたいと思う。学生時代にも魅力のある人だったが、大人になった彼女も素敵な女性に成長していた。常に頭の中がレオナでいっぱい……。

        土曜日や日曜日の予定なんていつも入っていないので、答えは決まっていたが、私は変なプライドが邪魔をしてこんなメールを返した。

        『こんにちは。この前は助けてもらって本当にありがとうございました。こちらからお礼をするために誘うべきだったのに、いろいろと立て込んでいて連絡が遅くなって申し訳ありません。今学校なので、スケジュールを確認してからまたご連絡します』

        送信――。

        レオナに会えるのだと思うと、ふつふつと喜びが湧き上がる。誕生日プレゼントをもらったかのような、そんな気持ちだった。

        家に戻ってから、私は返事をした。

        「来週の土曜日なら空いていますが、ご都合どうですか？」

        本当はすぐにでも会いたかったけれど、予定がスカスカだと思われたくなくて、あえて来週と送った。すぐに返信が来る。

        「大丈夫です。では、土曜日〇〇駅で十一時に待ち合わせでどうですか？」

        「わかりました。楽しみにしています」

        あくまでも、生徒と教師の関係だということを忘れてはいけない。

        　

        　

    

    
        第三章　先生……素直になって

        　

        どんな服を着ていけばいいのだろう。

        まるでデートに行く女の子のように、前日から気合いを入れて選んでいた。クローゼットから何着も服を取り出したせいで、ベッドの上がぐちゃぐちゃになっている。

        時計を見ると深夜一時だ。

        「早く寝なきゃ」

        私は慌てて片付けると、ベッドに入ってドキドキする心臓を落ち着かせながら瞳を閉じた。

        　

        ほとんど眠ることができないまま、朝を迎えた。入浴をしてメイクをすると、昨夜選んだベージュのワンピースと黒のカーディガンを羽織る。あまり派手なのも教師としてどうなのかと思い、シンプルな格好にした。

        玄関でパンプスを履いていると、母親が見送りにやってきた。振り返ると、母親がニヤニヤとしている。

        「じゃあ行ってくるね」

        「デート？」

        「え？」

        「いつもより、気合いを入れているように見えて」

        ここで否定したら、友達と会う暇があれば婚活に励みなさいと言われるのが予想つき、私は控えめに頷いた。

        「気をつけてね」

        　

        待ち合わせの場所に到着すると、一際目立つ女性が立っている。レオナだ。やはり彼女は目を見張るほど美しい。レオナは黒いカットソーに細身のジーンズ姿で、金髪が風になびいている。その場に立っているだけでプロのモデルのようだった。

        外見が美しいだけではなく、内面から出ている彼女の強さや優しさがにじみ出ているのも魅力のひとつかもしれない。

        逸る気持ちを落ち着かせ、しっかりとした足取りで近づいていく。彼女が私に気がついて軽く会釈をした。私は少し駆け足で近づいていく。

        「お待たせしました」

        「待ってないよ。おすすめのカフェがあるんだけど、そこでランチでもいい？」

        先日会ったときは敬語だったのに、今は昔のように言葉を崩している。教師に向かってタメ口で話すなんてありえないと思っていたけれど、不思議と彼女の話し方はとげが無い。

        カフェに到着すると窓際の二人掛けの席に案内された。視線を上げると目が合ってしまう。教師時代に抱いてはいけない感情が胸の中を支配していることに気がついた。目をそらしてメニューを見るが緊張して文字が頭に入ってこない。

        「私のおすすめでいい？」

        「そうするわ」

        店員を呼んだレオナはパスタセットを注文してくれた。

        「あんなところで再会すると思わなかった」

        「本当ね……。まさかあなたの会社が主催している婚活パーティーに参加するなんて、こんなことあるのね」

        レオナはクスッと笑った。

        「先生。もう婚活パーティーに参加するのも禁止ね」

        「え？」

        「嫌なことをするなんてとっても無駄な行為だと思うの。大事な時間を苦しいことに費やすことほど、もったいないと思わない？」

        私は即答することができなかった。今までの人生の中で自分が嫌だなと思うこともやってきたからだ。そして、我慢の先にまた何か大きな物があると信じていた。

        「先生は、どんなことでも一生懸命やっちゃう真面目な人なんだよね。私は嫌なことがあったらお手上げになっちゃうけど、どんなことも頑張れる人……。尊敬しちゃう」

        私の内面までよく理解してくれて褒めてくれる。レオナの器の大きさに胸を打たれていた。

        「あなたは本当に強い女性ね」

        「この外見だから、胸が痛むことがたくさんあったよ。でも、その苦しみがあったからこそ人の痛みがわかるようになって……。今でも財産だと思っているの」

        「すごい」

        「ありがとう。私が認めた人なんだから、先生はすごい人だよ」

        レオナに見つめられると胸が熱くなってくる。これは、ときめきではないと自分の中で言い聞かせ、気持ちを落ち着かせた。

        パスタセットが運ばれてきた。魚介類がふんだんに使われたトマトベースのパスタだ。レオナがフォークで器用にまるめて食べている姿を見ると、淫らな想像をなぜかしてしまった。……今日の私は何かおかしい。

        食事を終えると、レオナと他愛のない話をしながらウィンドウショッピングを楽しんだ。

        アクセサリーショップに気軽に入れるのも女同士だからだ。ただ、自分では購入できそうな金額ではない。それでも眺めているだけでうっとりしてしまう。

        黒いスーツを着た女性店員がレオナに近づいてきた。

        「いらっしゃいませ。何かお探しでしょうか」

        「……このダイヤモンドのブレスレットいただけますか」

        「かしこまりました」

        こんなに高級なアクセサリーを躊躇することなく買ってしまうなんて……。住んでいる世界が違うのだと感心していた。

        買い物を終えて外に出ると、暗くなってきていた。立ち止まったレオナが私の瞳をじっと見つめる。

        「先生、手を出して」

        「え？」

        「いいから」

        言われるがままに手を出すと、先ほど買っていたブレスレットをはめてくれる。

        「プレゼント」

        一カ月分の給料でも買えないほどの値札が付いていたのだから、私には分不相応なものだ。

        「ええ！　こんなに高級なものをもらえないわ」

        ブンブンと首を振ってなんとか辞退しようとする。

        ブレスレットを手から抜こうとしても、動きを止められてしまう。どうして私なんかに高級なプレゼントをしてくれるの？

        「観覧車……乗りたい」

        「え？」

        「付き合って」

        レオナにはなんだか振り回されてばかりだ。でもこの予測のつかない意外性が楽しくてわくわくしてしまう。

        断ることなんかできず私はレオナと一緒に電車に飛び乗った。

        母親には夜ご飯はいらないとメールをしておこう。そうでなければ心配して電話がかかってくるかもしれない。

        　

        観覧車なんていつぶりに乗るだろう。チケットを購入し私たちは二人きりで観覧車の中へ入っていく。向かい合って座るのかと思ったらレオナは私のすぐ隣に座ってきた。

        「どうして隣に座るの？」

        「先生と同じ景色を見たいから」

        納得するような理由を言われ私は何も言い返せなくなってしまった。

        やがてゴンドラは地上を離れ、景色が遠くまで見えるようになった。空がすっかり暗くなり東京の夜景がキラキラと輝いている。なんだかロマンチックな雰囲気になっていくのが恐いようでもあり、その反面とても嬉しいような複雑な気持ちだった。

        「ずっと先生に会いたいと思っていたんだよ」

        「ありがとう。私も元気に過ごしているかなって気にしていたわ」

        嬉しい言葉を言われたけれど、教師としてあまり崩れた姿を見せたくない。私は教師らしく柔らかな笑みを浮かべて返事をしていた。

        レオナがこちらに仰向けてきたので、ものすごく近い距離で目が合ってしまう。相手は女の子なのにどうしてこんなに心臓がドキドキしてしまうのだろう。

        自分が自分でなくなってしまうような気がして視線を逸らそうとしたとき、レオナの手がゆっくりと出てきた。私の頬に触れ、熱っぽい瞳が私を捉える。

        密室だから、逃げることができない。今すぐ距離を置きたいと思うけど、なぜか魔法がかかったように体が動かなくなってしまった。だんだんと顔が近づいてきて、これから起きることが予想できる。

        柔らかなレオナの唇が私の唇に重なった。私の唇の弾力を確かめるかのように、ゆっくりとしっとりとした甘いキスだ。全身が痺れていくようだった。

        兄の友人に無理やりされたキスとは全然違う。これが本物のキスなのだということがわかった。キスは本当に気持ちが良くてしあわせな気分になれるのだ。だから世の中の人は唇を重ね合うのだろう。

        ただ私の場合、相手は女性だった。女の子のことを好きになったって結婚ができない。子供だって作ることはできない。

        母親がものすごく悲しむ顔が頭に浮かぶ。けれど、レオナのキスから逃げようとは思わなかった。唇が離れると真剣な表情で見つめられる。

        「先生、好きだよ」

        「……私も生徒として大好きよ。だけどちょっと行き過ぎた行為なんじゃないかしら」

        震える声でなんとか答えを言ってみるが、レオナは動じない。

        「そうかな。先生も私のこと昔から好きだったでしょ？」

        彼女に対して恋愛感情を持ってはいけない。ずっと死ぬまでこの気持ちは隠しておくべきだ。

        心の奥底にしまっていた感情がレオナの手によってこじ開けられるような気がした。何も答えられずに口をパクパク動かしていると、レオナは柔らかな笑顔を浮かべた。

        「どちらにしても生徒と教師の間でこんなことをしてはいけないと思うの」

        「先生のそういう真面目なところも好きだよ」

        何を言っても甘い言葉で返されてしまうので、体がトロトロにとろけてしまいそう。しっかりと自分の気持ちを持って行かなければこのまま流されてしまうかもしれない。

        「もう生徒と先生じゃないんだよ。先生……素直になって私と恋愛してみない？」

        「でも私たちは女性同士なのよ」

        「そんなの関係ない。お互いが愛し合う気持ちがあれば、性別なんて問題ではないと思う」

        自信たっぷりな口調で言われる。たしかに、私が仲良くしている保健室の佐久間先生だって、恋人は女性だ。でも……自分の身に起きるとは思っていなかった。

        「先生」

        「返事はちょっと待ってください。女性同士が恋愛するのは反対ではないけれど、私たちにはいろいろな壁がありすぎると思うの」

        「壁があるなら一つずつ取り除いていけばいいじゃない」

        何を言っても真剣な瞳で言い返されてしまう。その間に観覧車は一周し、やっと降りることができた。私はこのまま一緒にいるとどんどんと溺れてしまいそうで怖かった。急ぎ足で歩いて行く。

        「待って……！」

        「今日は帰ることにします」

        「送っていくよ」

        「大丈夫。今日は楽しい時間を本当にありがとう」

        レオナを振り払うようにして、私は駅へと急いで走った。

        　

        家に帰ると母親が玄関で出迎えてくれた。

        男性とデートに出かけていたと思っていた母親は上機嫌だ。

        「お帰り、麻里子」

        「た、ただいま……」

        話を聞きたそうにしているのがわかったが、まさか女性と一緒にいたとは言えない。かといって嘘をついて男性とデートをしてきたなんて作り話はできない。

        「夕ご飯を食べてきたの」

        「あ、うん」

        何も食べてなかったけれど、そんなこと言える雰囲気ではなかったし、食事をする気なんてない。

        「それでいつ紹介してくれるの？」

        「お母さんの気が早いよ……。そんなんじゃないから」

        「何を言っているの。もう三十歳なんだから、焦らないといけないのよ」

        ガミガミと言ってくる母親の言葉がとても今日は煩わしく感じた。

        私の人生は自分で決めたい。そう伝えることができればいいのに、私は笑顔を浮かべて自分の感情を押し殺すことしかできない。

        「心配してくれてありがとう。今日はちょっと疲れたからもう寝るね。おやすみなさい」

        私は逃げるようにして自分の部屋の中に入った。

        疲れが出てぼんやりとしているとレオナからメッセージが届く。

        『驚かせてごめんなさい。でも私が先生のことを思う気持ちは本当だから。どうか私の気持ちが届きますように。また連絡します』

        とても積極的で、困ってしまう。でも……迷惑だとは思わない。彼女の姿を思い出すと胸のあたりがキュンキュンと痛くなってくる。

        大人の素敵な女性になったレオナ、あの仕草、笑顔、甘い言葉、そして柔らかな唇、……ああ、レオナのことで頭がいっぱいになってしまう。胸の中が恋する気持ちで覆い尽くされていて、いつか爆発してしまいそう……。私は深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

        　

        　◆

        　

        「これで授業を終わります」

        教室を出て廊下を歩いていると、生徒が「こんにちは」と元気いっぱい挨拶をして私の横を通り抜けた。レオナの学生時代を思い出し、自然と笑みが溢れてしまう。

        ふとした瞬間にも、レオナのことが頭の中に思い浮かぶ。佐久間先生に話を聞いてもらいたいけれど、今日はなんだか忙しそうだった。こういう日は、自分の中でゆっくりと考えて問題を解決していかなければならない。職員室に戻り自分のスマホを取り出すと今日もレオナからメッセージが届いていた。

        『この前は楽しかった。最近、会えなくて寂しいよ。できればまた時間を作ってほしい』

        何度もメッセージが届いていたが私はほとんど返事をしていなかった。もし返事をしてしまえば会うことになってしまうのではないか。もし会うことになれば自分の気持ちに歯止めがかからなくなってしまいそう。

        元生徒に対して、しかも女性に対してそんなふうに思うのは、どうしても悪いことをしているような気持ちになる。

        いつまでも無視しているのは、それはそれで良くない。どう返事をするべきか悩んで時間が流れてしまった。

        自分の席で母親が作ってくれたお弁当を食べ終えると、私はレオナに返事を書く。

        『会議があったり、用事が重なったりで、忙しい時間を過ごしていました。無視をしていたわけではありません。返事が遅くなって本当にごめんなさい。レオナもお仕事頑張っていますか？』

        何度もメッセージを書き直してこれが一番いいかと思い送信をした。

        『やっと返事をくれたので安心したよ。今日の夜、ご飯を食べに行ってくれませんか？』

        突然の誘いに私は動揺してしまう。

        でも会いたい気持ちのほうが強かった。私は言葉を選びながら返事をする。

        『この前のお礼に、今度は私がご馳走させてください』

        さんざん迷った挙句、レオナの誘惑には逆らえなかった。なるべく会わないでおこうと思っていたのに、結局は会うことを選んでしまった。これからの未来どうなっていくのか不安だ。

        ぼんやりとしているとスマホに返事が届き、待ち合わせ場所が記入されていた。

        私は、レオナに恋をしている。けれど、どうしても相手が女性ということで一歩踏み込めないでいた。なぜ私は女性であるレオナのことが好きになってしまったのだろう。しかも元生徒に手を出してしまってもいいのだろうか。ずっと真面目に生きてきたのに……。

        「長谷川先生……長谷川先生……」

        「は、はい」

        声をかけられたことに全然気づかず、私は慌てて返事をした。体育の教師である田中圭吾先生が私の顔を覗き込んでいた。

        「ぼんやりとしているようでしたね」

        「あ、ちょっと近いです」

        「何度も話しかけても気がつきませんでしたよ」

        「すみません、……生徒のことを考えていたもので」

        田中先生は、休みの日もバスケットボールに出かけるぐらい運動が大好きらしい。

        「今日の夜の教師対抗戦、見に来られますか？」

        すっかり忘れていた。今日はうちの学校で教師同士のバトミントン大会がある。

        「すみません……。ちょっと先約がありまして、予定をずらせるか聞いてみますね」

        「デートですか？」

        ドキンと心臓が動いたけど私は首を横に振る。

        「まさか。元教え子ですよ。たまに食事するんです」

        「そうでしたか。今度は僕と一緒に食事に出かけてくださいね」

        ピッカピカの笑顔を向けられて、私は苦笑いをした。

        田中先生はさっぱりした性格で、女子生徒からも人気がある。私も人間的には嫌いではないけれど、男性として私のことを気に入ってくれているようで……たまにこうしてお誘いされるのだ。

        私は会釈をしてからスマホでレオナに違う日にできないかと返事をしたところ、どうして今夜会えないのか理由を聞かれた。バトミントン大会があると説明すると、見に来たいとまさかの返事だった。

        「……どうしよう」

        この返事に困ってしまい私は田中先生の元へと向かう。

        「元生徒が来たいと言っているのですが……」

        「構いませんよ。教師の奥さんとか応援に来る人もいますし」

        「ありがとうございます！　二人でめいっぱい応援しますね」

        頭を下げて自分の席に戻りメッセージを送ると、レオナはすぐに見学に行くと返事が戻ってきた。

        　

        バドミントン大会は夜七時から開催される。今日は高校の教師の地区大会だ。私は運動音痴なのでもっぱら応援専門だけど……。

        六時半頃、私はレオナを迎えるため正面玄関で待っていた。タクシーから降りたレオナは私の姿を見つけると、満面の笑みを浮かべてこちらへ向かってくる。

        「先生、お疲れ様」

        嬉しいような恥ずかしいような、私はどんな表情していいかわからなかった。しかも、職場にレオナがいるなんて不思議な気持ちで胸がいっぱいになる。

        「ごめんなさい、お食事キャンセルしてしまって」

        「いいえ、私こういうのも好きだから」

        体育館に案内しながら、会話をする。

        「母校ではないけれど……、こうして先生と学校で歩いているとなんか、すごく懐かしい」

        「そうね」

        「先生、女子高に転勤することができてよかったね」

        「ええ。それでも教師には男の人もいるけれど」

        到着して扉を開くと、体育館には二つのコートが作られていた。ウォーミングアップをしている先生たちの姿を見る。近くにいる先生に、レオナが元生徒だということを教えて隣同士で座らせてもらった。そこに田中先生が近づいてくると、レオナに視線を動かし目を見開いている。

        「レオナ？」

        「田中？　へぇーここの学校だったんだ」

        「長谷川先生の教え子ってレオナだったんですね」

        「え、ええ」

        二人が知り合いだったなんて、信じられなかった。

        どういう関係か聞いてみると、レオナもバスケットボールを趣味でやっていたことがあるらしく、インターネットのサークルで知り合った仲間だったみたい。

        「今は仕事が忙しくて全然来られないんだよな？」

        「うん。たまには体を動かしたいわ」

        「前は結構飲みに行ったりしてよく遊んだ仲なんです」

        「そうだったんですか……。まさかお二人が知り合いだったなんて」

        世間は狭いもので意外とこういうつながりがあったりする。悪いことはできないものだ……しかし私は何もしてない……今までは。

        「じゃあ勝つように応援してくれよ」

        「頑張って」

        田中先生が去っていくと、レオナが耳打ちしてくる。

        「口説かれてない？」

        「え？」

        「田中、先生のこと気に入っているように見えたから」

        私は曖昧な返事をして目をそらした。

        試合が始まると、一気に体育館の空気が熱くなる。

        羽を叩く音、スマッシュのときのラケットを下ろす風を切る音、キュッキュッと鳴る靴の音。

        私はあまりスポーツが得意ではないけれど、臨場感のあるスポーツ観戦をするのはとても好きだった。点数が入るとレオナと手をたたき合って喜び合う。だからこそ余計に楽しいのかもしれない。

        試合の結果は私の学校のチームが勝ち越した。体育館の空気が熱気に包まれている中、私とレオナは学校を後にした。

        　

        「ゲームに夢中になっていたけど、お腹空いたね、先生」

        「さっきからグーグー鳴ってたの。どこ行こうか」

        あんなに情熱的なキスをしたのにレオナは前と変わらず普通に接してくれる。意識しすぎていたのは私だけなのかもしれない。そう思うと気持ちが少し楽になった。

        私とレオナはタクシーに乗り込んで、食事へ行く。彼女のそばにいると心地よい緊張感と、温かい気持ちが混ざり合って不思議な感情に陥る。これが恋をするということなのか。私は恋愛などしたことがなく、これが初恋と言ってもおかしくない。レオナが生徒だった頃に抱いていた感情は恋だったのだろう。ハッキリと自覚した私はなぜかわからないけれど、一気に体が重くなった。

        　

        レオナが連れてきてくれたイタリアン居酒屋に到着すると、もうすでに夜の九時になっていた。遅くなることを母親にメッセージをすると『楽しんでいらっしゃい』と返事が戻ってくる。きっと、男性とデートをしていると思っているのだろうなぁ……。

        店内は薄暗い照明と、所々に飾られている花がとてもかわいらしい雰囲気だった。お客さんはほとんどが女性だ。私もここなら安心して食事をすることができる。カウンター席に並んで座り、白ワインを注文した。

        「ここのおすすめはカルパッチョなの」

        「美味しそうね」

        「あとは……やっぱりピザとかパスタ系が最高に美味しいの。適当に頼んじゃっても大丈夫？」

        「ええ」

        白ワインを飲んで運ばれてきた料理を美味しく頂く。こうして家族以外の人と食事をするときはいつも緊張していたけれど、レオナが隣にいるなら外食も悪くない。私が外に出かけて食事をするのは佐久間先生くらいだ。学校の先生らとの飲み会があるときは仕方がなくついていくけれど、とても苦痛な時間だった。

        「私の会社ここから近いんだ。どんな所で働いているか、このあとちょっと見に行ってみない？」

        「夜中にビルに入っても怒られないの？」

        「問題ないよ。遅くなっちゃうかもしれないけど、明日は土曜日だからいいでしょ？　先生の働いている場所を見ることができたから代わりに私も見せたい」

        そういうことかと思い私は頷いた。

        私もレオナが会社の代表として働いて、いつも過ごしている環境を見てみたいと思った。隣にいる元生徒はもう立派な大人。私は生徒と教師だからという壁を作っていたけれど、そのことはもう関係ないのかもしれない。重要なのは私たちが女同士だということ。

        隣に座っているレオナを見ると、とても綺麗な肌をしている。輪郭も美しい。見れば見るほど私の心は奪われていく。姿形だけではなく、彼女の持っている力強さにも憧れる。

        私に視線を動かしたレオナがふわりと微笑んだ。胸が締め付けられて、ドキドキして言葉が出てこない。……どんどん、レオナに落ちていく……。

        「そろそろ行こうか」

        「ええ」

        私のほうがずっと年上なのに、レオナは食事をご馳走してくれた。

        「いつもご馳走になってばかりで申し訳ないわ」

        「先生。そんなことは気にしないで。私は大好きな人と食事ができて、その大好きな人が美味しいと喜んでくれた表情を見られるだけで、この上ないしあわせなの」

        さらっと愛の告白をされた。

        地味で自分のことはほとんど何も決められなくて、性格もおとなしい、こんな私のことを好きだと言ってくれる人は他にはいない。レオナは私のいいところをしっかりと褒めてくれる。本当にありがたい……。

        　

        レオナの会社へは歩いて十分で到着した。社員専用の通路から中に入り、エレベーターで上がっていく。

        「ここはいつでも空いているの。家に戻るが面倒なときは、朝まで過ごすこともあってね」

        「遅くまで大変ね」

        「仕事は大変だけど、大切な人に会うためなら時間を割いてでも会いに行く」

        まるで私のことを大切な人と言ってくれているようで胸が熱くなった。気持ちをストレートに伝えてくるから困ってしまう。

        最上階に到着すると、エレベーター降りてすぐ右の部屋に社長室があった。鍵を開けて中に入ると、電気をパチッとつけた。

        まず目に飛び込んでくるのが大きな白いソファーの応接セット。部屋の奥に大きなデスクがあり、窓からは東京の夜景が広がっている。スタイリッシュなロッカーには書類が並んでいた。アロマのようないい香りがする。社長室もレオナのカラーに染められていた。

        「立派な部屋ね。こんな所で働いているなんて素敵」

        「先生に素敵って言ってもらえて嬉しい」

        部屋の中が甘ったるく湿った空気に変化した。胸がキュンキュンとうるさい。気持ちを落ち着かせようとしているのに……しっとりと汗をかいてしまう。アルコールを飲んだせい？

        レオナが近づいてきて私の頬をそっと撫でる。まるで子猫になったような気持ちだ。もっと触ってほしいとなぜか思ってしまった。私はなんという淫らな妄想をしているのだろう。

        「先生の書く字……とっても大好きだった。黒板に丁寧に書かれる美しい字と、柔らかな口調で話す姿。目に焼き付いて離れないよ」

        「ありがとう。いつも授業を真剣に聞いてくれていたのはレオナだけだったわ」

        あまり近くで見つめられると恥ずかしい。全身が火照りだしきっと顔が真っ赤になっているかもしれない。髪の毛に手を差し込んできて耳たぶに触れられる。

        「いやぁっ……」

        くすぐったくて思わず甘い声を出してしまった。レオナは真剣な目で見つめながら、私の唇に自らの唇を重ね合わせてくる。チュッチュとリップ音を立てながら、甘い甘いキスをしてくれた。それだけで私はトロトロになり溶けてしまいそうになる。唇が離れると私の耳元に近づいてきた。

        「先生……、麻里子って呼んでもいい？」

        「えっ？」

        「麻里子……」

        私の耳の中に声が注がれる。それだけで腰の力が抜けてしまい、立っているのがやっとになってしまった。

        「大事にするから、抱いてもいい？」

        「だ、抱く？」

        どういう意味かなと一瞬頭の中で考える。抱きしめるということ？　いや違う。この雰囲気からしてセックスをしようと言っているのだ。でも女性同士でどうやってするのだろう。男性とすら経験のない私は頭の中がパニック状態になってしまった。

        「ま、待って！」

        「もう待てない」

        私の首筋にキスをし、スーツのボタンを外していく。レオナの綺麗な指が私のブラウスの上から胸を包み込んだ。円を描くように揉まれるとバランスを崩して白いソファーの上に倒れ込む。

        二人の関係がはっきりしていないのに、一線を越えてしまってはいけない。私の体の上に乗っかってくるレオナをなんとか押し返した。

        レオナはハッとした様子になり私から離れてくれる。

        「こういうのは……よ、良くないと思う。ちゃんと真剣にあなたのことを考えたいから……少し時間をもらえないかしら」

        「……ごめん。先生がこんなに嫌な気持ちになると思わなかった。でも、私は本気だよ」

        私はソファーから体を起こして、しっかりと頷いた。

        レオナの気持ちはものすごく伝わっている。流されてこのままお付き合いしてしまうのは逆に失礼だと思った。

        今まで自分の人生は母親が決めていたが、今回のことはちゃんと自分で決めたい。

        「答えが出るのを、私はいつまでも待っているから」

        「ありがとう」

        「……危ないから自宅まで送って行くね」

        「大丈夫。タクシーで帰るから」

        ビルの一階まで付き添ってくれ、私はビルを出た。そして、タクシーを拾い乗り込んだ。

        流れる景色を見つめながら、レオナの真剣な瞳を思い出す。こんなにも私は彼女に惹かれている。何を迷うことがあるのだろうか。誰かに背中を押してもらえれば飛び込んでいけるのかもしれない。……好きな気持ちがだんだんと膨らんでいることに私は気がついていた。

        　

        　

    

    
        第四章　トーストとスムージー

        　

        仕事終えてから私は佐久間先生と久しぶりに飲みに行くことになっていた。半個室になっていて創作料理が食べられる居酒屋だ。

        私たちはカシスオレンジで乾杯をし、他愛のない女子トークを繰り広げる。

        話題の中心は、佐久間先生が付き合っている彼女、凜花さんのことだった。

        「来年の夏休みに長期休暇を取ってくれるって言ってね。フランスにでも行ってこようかなと思ってるの」

        「なんか憧れますね！　好きな人と旅行なんて……」

        ふと、私はレオナのこと思い出した。

        彼女の会社に行って甘いひとときを過ごして逃げるように帰ってきてから、連絡を取っていない。そろそろ二週間になる。

        ――答えが出るのを、私はいつまでも待っているから。

        レオナは私の気持ちがはっきりと決まるまで、焦らせないように待っていてくれているのかもしれない。

        「ところで元生徒とはどうなったの？」

        「……好きだと言ってくれるんですが、どうしても色んなことが頭に浮かんで一歩踏み出せないんです」

        佐久間先生がテーブルに肘をついて優しげな瞳を向けてくれる。

        「もしかして、世間体を気にしているの？　ご両親を悲しませたくないとか？」

        やはり、気持ちを理解してくれる。

        私がゆっくり頷くと、柔らかな微笑みを向けた。

        「確かにいろんな問題はあるかもしれない。でも好きな気持ちを押し殺して生きていくなんて、何のために生まれてきたかわからないと思わない？」

        私の胸に言葉がグサッと刺さり、何も言えなくなってしまった。

        「少しでも気になるなら一歩踏み出すべきだと思うけどな」

        「……はい。先日のバドミントン大会で学校まで見に来てくれたんです。そのときに元生徒が田中先生と知り合いだったみたいで。そういう関係もあって」

        言葉を濁していると、佐久間先生は深く頷く。

        「ビアンだと思われるのが嫌だってこと？」

        「……え、いや」

        嫌だとはっきり言うと佐久間先生に申し訳ない気がしたのと、私は同性愛者なのかもしれないと意識したのは初めてだった。

        「きっときっかけは、彼女だから好きになったんだと思うの。もしかしたら彼女が男性でも長谷川先生は彼女のことを好きだったかもしれない。でも、男性が苦手って言っていたわよね。もしかしたら、長谷川先生はレズビアンなんじゃないかなって……思ったことがあるわ」

        「……確かに男性に恋したことはありません。私の初恋は彼女だったので」

        「田中先生が何を言ってこようが関係ないと思う。ただの仲がいい生徒だったって言えば問題ないんじゃないかしら」

        佐久間先生のように吹っ切れるといいのだけど、踏み込んだことのない世界に飛び込むのはやはり恐ろしい。とっても怖いのだけど、でもレオナと一緒に過ごす時間は楽しくて……。彼女と恋人関係になるチャレンジをしてみたい気持ちもある。

        「たぶん、恋する気持ちは抑えられないと思うよ」

        「……そうですよね」

        今までは、どうやったらこの恋心を消すことができるかと考えることばかりに囚とらわれていたけど、今は前向きにとらえていくように考え方が少し変わったような気がする。先ほどまでがんじがらめになっていた私の感情が、軽くなったみたい。私はにっこりと笑みを浮かべた。

        「佐久間先生に話を聞いてもらって本当に良かったです。私……一歩踏み出したいと思います」

        「ええ、しあわせを願って、乾杯」

        佐久間先生が持ち上げたグラスに私のグラスをぶつける。両親に何を言われてもいい。田中先生に変な目で見られてもいい。私は、愛する人と一緒に過ごしていこう。気持ちが定まると一気に心が軽くなった。帰ったらレオナに連絡しよう。レオナの笑顔が目に浮かぶ。早く会いたくなってきた。

        　

        楽しくてついつい飲み過ぎてしまい私の足はフラフラとしていた。

        会計を済ませて居酒屋から外を出ると、倒れそうになってしまい佐久間先生が支えてくれる。

        「ちょっと飲ませすぎてしまったかもしれないわね。ちゃんと帰れる？」

        「へいきへいき、タクシーに乗るので大丈夫れーす」

        千鳥足で歩いていると、目の前にレオナが立っていた。夢か幻かと思って何度も瞬きをするけれど、やっぱりレオナだ。

        レオナにも連れがあるので、まだ仕事だったのだろうか。

        なんだか機嫌が悪そう。私たちが遊んでいたから？

        目は怒っているように見えるけど、口元には笑みを浮かべている。

        「先生」

        「レオナ？」

        佐久間先生は彼女がすぐに誰なのか把握したようでにっこりと笑みを浮かべた。

        「相当酔っ払っているみたいですね、先生。気をつけて帰ってください」

        レオナも一緒に歩いている人がいたので、その場では何も言わずに手を振って別れる。

        タクシーを探しながら歩いていると、佐久間先生が耳打ちをしてきた。

        「あの子でしょ？　とても美しいわね。まだ若いのにしっかりした感じだし。パートナーとしては最高な人だと思うわ」

        「とてもいい子なんです」

        家に戻ったら次に会う約束をしよう。そしてそのとき私は自分の気持ちを伝えたいと思う。

        レオナは喜んでくれるだろうか。彼女の笑顔が見たい。正式に付き合うことになったらいろいろな所に出かけたい。レオナは忙しいから、あまり負担かけないようにしなきゃ。二人にとってプラスの関係になれたらいいな。

        　

        　◆

        　

        家に戻った私は、上機嫌で入浴を済ませ部屋に入った。次に会う約束を取り付けようとスマホを握るとメッセージが届いていた。誰からだろうと思って確認するとレオナだ。慌てて画面を開く。

        『先生、彼女がいたんですね』

        文章の意味がうまく理解できず、私は首をかしげると、続いてまたメッセージが届いた。

        『私と会ってくれていたのは弄ぶためだったの？　かなりショックで立ち直れない……』

        もしかして……。

        佐久間先生のことを彼女だと思い込んでいるのかもしれない。弁解しなければと私は震える手でメッセージを打ち込んでいく。

        『さっきの彼女は、学校でお世話になっている先生で、久しぶりに食事に来ただけなの』

        私が好きなのはレオナなのよと言いたかったけれど、大切な言葉は文字ではなく自分の口から伝えたいと思った。

        『わかりました。もういいです』

        完全に誤解されてしまった。

        違うの。彼女にはちゃんと同性の恋人がいて、私たちの理解者なの。

        ああ、それなのに……。

        何としても誤解を解かなければ。

        レオナの心を傷付いたままにはしてはおけない。

        慌てた私はすぐに電話した。

        プルルルプルルルと音が虚しく響くだけ。何度コールしてもレオナは出てくれない。

        「レオナ……お願い、出て」

        それから何度かメッセージを送るも既読になることがなかった。落ち着かない気持ちでベッドに入ったが、眠ることができない。

        佐久間先生とのことを勘違いされてしまったのがびっくりした。まさかこんなに怒るなんて思わなかったし……。

        朝になったら機嫌を直してメッセージを送ってくれるかもしれない。結局、メールを待っていると一晩中眠れなかった。

        朝まで眠れなかったがもう一度、メールをチェックする。レオナは私のメッセージをまだ読んでくれていないようだった。

        このまま仲違いになってしまいすれ違うのは絶対に嫌だ。何とかして弁解したいと思うけれど、やはり文字だけで伝えるのは難しい。しかし、こんなことでもたもたしていては学校に遅れてしまう。私は重たい体を引きずって何とか出勤の準備をした。

        　

        　◆

        　

        それから三日が過ぎたけれど、レオナからの連絡はない。メッセージも既読にならない。

        誤解させてしまい、レオナを悲しませたことが申し訳なくて、苦しくて仕方ない。何度も電話をしてみるがやはりコールだけで出てはくれない。

        どうやってレオナと連絡を取ろうかと考えながら放課後の図書室に向かう。

        誰もいない図書室は夕日が入り込んでいた。私はスマホを取り出し画面を見つめるが、音沙汰がない。

        「はあ」

        思わず大きなため息をついてしまった。

        どうしてレオナは勘違いをしてしまったの？

        私のことをどうして信じてくれないのだろう。このまま会えなくなってしまうのは寂しすぎる。なんとかメッセージを読んでほしいと考えていると、再び大きなため息をついてしまった。

        足音が聞こえて振り返ると、田中先生が立っていた。まさか人が入ってくると思わず、驚いて固まってしまう。ここは学校の図書館なのだから、他の先生が入ってくる可能性もあるけれど、放課後の図書室はほとんど人が来ない。

        「お疲れ様です」

        「あぁ、お疲れ様」

        数秒間、無言で見つめ合った後、口を開いたのは田中先生だった。

        「テストで使うために資料を探していて図書室に来てみたら長谷川先生が黄昏たそがれていたので、驚きました」

        「あぁ……はい。誰もいない図書室ってすごく落ち着くんです」

        「なんだか長谷川先生らしい」

        資料を探しに来たというのに、田中先生は何も探さずに私の顔をじっと見つめている。何か言いたいことでもあるのだろうか。

        「レオナとは、卒業後も頻繁に会っているんですか？」

        「え？」

        まさか、レオナのことを質問されると思わなかったので私は答えに困った。

        「ま、前にもお話したように、卒業してからたまたまとあるところで再会して、数回会ったくらいです」

        でも……今は会いたくても会える状況にいない。

        メッセージを見てくれないので、それ以上前に進めないのだ。

        「そうですか……」

        田中先生は言いづらそうな表情をして視線を向けてくる。

        「……レオナは、同性愛者だっていうことを知っていますか？」

        突然質問されたので、私は首を横に振った。私にアプローチをしてきたけれど、同性愛者なのかどうなのかはわからない。

        「そうですか。もしかしたら長谷川先生のことを狙っているかもしれないですよ」

        その言葉に私は頬が熱くなった。動揺しないようにしようと思うけれど、心臓がドキドキして落ち着かない気持ちになる。

        「まさか……、私なんかに……」

        「一緒に飲み会に行ったときに彼女がカミングアウトしていたんです。あれだけ美しい容姿をしているから、狙っている男性もいたんですが」

        「はっきりというところが彼女らしいですね。学生時代からそういうところがいいところだなと思っていたんです」

        「そう……ですか」

        レオナの話をすると胸の中が切なくなる。私は間違いなく恋をしているのだ。はっきりと田中先生に私がレオナのことを好きだとは話していないけれど、私の態度でわかるかもしれない。

        私も隠さずに今好きな人は彼女だと言えればいいのに。そこまで勇気は持てないけれど、恋心は膨らんでいる。絶対に諦めたくなかった。

        「……あ、そうだ。資料を探しに来たんだった」

        アハハハと頭を掻きながら田中先生は私の元から離れていった。きっともうこれ以上私にアプローチをしてこないだろうとなんとなく思った。

        　

        学校を出ると、もうそろそろ夕方の六時になるところだった。

        私は緊張しながらレオナに電話をかけてみる。呼び出し音が鳴るがなかなか出てくれない。彼女はとても忙しい人だ。会社の代表をしているのでタイミングよく電話には出られないのかもしれない。

        それとも私のことが本当に嫌いになって出てくれないのだろうか。

        諦めて電話を切る。いろんなことを考えながら歩いていると、スマホにレオナから着信があり、慌てて電話に出る。

        「もしもし。今忙しかったですか？」

        『会議が終わったところ。電話に出られなくてごめんね』

        職場にいるということもあり落ち着いた声で話してくれる。電話を折り返してくれたことが嬉しくてほっとした。

        『今まで出なくてごめんなさい。なんだか苦しくて』

        断られるかもしれないと思ったけど、私は勇気を出して誘おうと決める。

        大きく息を吸うと一気に言葉を吐き出す。

        「会いたいんですが……。都合のいいときはありませんか？」

        『……会ってどうするの？』

        「お話ししたいことがあって……」

        『……わかった』

        会ってくれることになり私は安心する。緊張が解けて全身が熱くなっていた。

        『今日の夜会える？　これから』

        「えっ、忙しくないの？　私はすぐにでも会いに行きます」

        積極的な発言に恥ずかしくなってしまう。電話越しなのにレオナが優しい表情をしているのがわかった。

        『じゃあ、●●駅で待っていて』

        「わかりました」

        指定されたのはレオナの会社の近くの最寄り駅だった。電話を切ると私は早速駅に向かって歩き出す。レオナに会ったらちゃんと好きだという気持ちを伝えなければ……。

        誰かのことを好きになって告白したことなんてないのでとても緊張しているが、私は勝負をかけて頑張ろうと思った。

        　

        指定された場所に到着すると、レオナはすでに待っていた。今日の彼女はグレーのパンツスーツ。とても美しい。

        私たちは近づいて見つめ合う。吸い込まれるような綺麗なブルーの瞳に見つめられると、泣きそうになってしまう。やっぱり彼女のことが大好きだ。

        「久しぶり。この前偶然会った人は彼女じゃなかったんだね」

        「誤解させてしまってごめんなさい」

        「取り乱してしまってごめん。先生に彼女がいると思ったら腹が立ってどうしようもなかったの」

        独占欲むき出しの言葉に私は胸がキュンキュンとしてしまう。

        「ここだとゆっくり話せないから、私の家に来てくれる？」

        「わかったわ」

        二人の間には張り詰めた空気が流れているような気がした。

        近くのデパートでお惣菜とお酒を買って歩いて家に向かう。

        「家ってここから近いの？」

        「うん」

        東京の一等地に家があるので信じられない。どんな生活をしているのだろう。

        「ここ」

        見た目はまるでビルだった。裏玄関みたいなところから入ると、表札がかかっている。オートロックを解除して門が開くと、エレベーターがあった。そのエレベーターに乗り込み最上階に向かう。

        「ここってビルなんじゃないの？」

        「最上階のワンフロアが私の部屋なの。職場からあまり遠いところは嫌だったから」

        こんなところに住めるなんて……。父親が経営者というのもあるけど、努力して努力してここまで上り詰めたんだろうなぁ。

        最上階に到着すると扉が一つしかなかった。カードキーでドアを開くと、広々とした玄関が目に入った。足を踏み入れるのに躊躇していると、背中をやさしく押されて中に入っていく。大理石でできた玄関にはふわふわのスリッパが用意されていた。

        「適当に使って」

        「ありがとう」

        この部屋に入った瞬間レオナの香りがするような気がした。ミントのようで……それでいて甘い。彼女の匂いが染み付いている部屋の中に入ることができ、それだけで感無量だった。

        長い廊下を抜けると五十畳はあるリビングが広がっており、大きな窓からは東京の景色が一望できる。

        「……すごい。こんなにすごい部屋に入ったことはないわ。一生懸命働いてここまで来たのね」

        「努力もしたけど、こうして過ごしていられるのも両親のおかげだと思っている」

        自分の力だけでのし上がったのではないと言う彼女の気持ちがまた素敵だと思う。大きな茶色のソファーに腰をかけると、レオナがワイングラスを持ってきてすぐ隣に座った。赤ワインを注いでくれる。

        「会えてうれしい……先生は？」

        真剣な瞳で見つめられると私は怖気づいてしまう。ちゃんと気持ちを伝えようと思ってここに来たのに、自分の悪い癖が出てしまった。でも私は彼女と付き合うことで自分を変えたい。勇気を出して口を開く。

        「……わ、私。レオナのことが……好きよ」

        強張ったままの表情で言ってしまった。

        唐突な告白にレオナはハッしている。

        我ながら不器用な自分にほとほと嫌になる。しかし、もうこうなったら後には引けない。

        恥ずかしくて胸がドキドキしているけど、私はレオナから目をそらさなかった。当たって砕けるのみだ。

        「……好きなの。好きで……どうしようもないわ」

        気持ちが伝わってほしいと思いながら、告白を続けた。

        やがてレオナの表情が変化し、イタズラっぽく微笑む。

        「どういう意味で？」

        「恋……恋心を抱いているわ」

        「……」

        「許されるなら、正式にお付き合いしたい。私とあなただったら全然釣り合わないかもしれないけれど、レオナの隣を歩いても恥ずかしくないような女性になるから……だから……付き合ってください」

        自分の持っている力をすべて出して一生懸命気持ちを伝えた。沈黙が流れ、だんだんと不安になってくる。泣きそうになる私の顔を見てレオナがくすくすと笑っている。

        「先生のその不安そうな瞳を見るのも好きなの。私がこれから守ってあげるから……」

        顎をくいっと持ち上げられて唇が重なった。ほんのりと赤ワインの味がする。緊張するけれど大好きな彼女とこうして甘いキスをできるのはたまらなく嬉しい。レオナの舌が私の唇の中に入ってくる。

        凝り固まっている舌を絡め取り、音を立てながら口づけを重ねていく。私の髪の毛に手を差し込んで逃げないように固定しながらキスをしていた。キスをしながら私のジャケットを脱がす。中に着ているブラウスのボタンも外されていく。

        キャミソールの上から胸を揉みはじめると、一気に全身の体温が上がるような気がした。

        「んっ……」

        息をする暇もないほどのキスの嵐。私はそのままソファーに倒れ込んだ。レオナに組み敷かれた私はそっと瞳を閉じる。レオナがキャミソールを捲り上げ、フロントホックのブラジャーをプチンと外した。

        ぷるんと胸があらわになる。恥ずかしくて手で隠そうとしたけれど、レオナに阻止された。

        両方の手で胸をゆっくりと揉んでくれる。緊張を解きほぐしてくれるような優しい揉み方だった。

        「大きいね……先生のおっぱい……すごく魅力的」

        「はぁ……ん……」

        気持ち良くて思わず甘い声が出てしまう。

        「感度がいいんだね、先生」

        「……わ、わからないわ。すべてが初めてだから……」

        「初めてを全部もらうことができて嬉しいよ、私」

        レオナの綺麗な指先が私の胸の先端を弾き出す。恥ずかしいほど私の胸の先端は固くなる。

        「こんなに硬くして……。先生の乳首本当にいやらしい」

        激しい羞恥心に襲われどうしていいのかわからない。レオナの人差し指と親指が胸の先っぽをつまんでコリコリとこすり合わせてきた。ピリリと甘い電流が走り抜けていき、背中を反らせてしまう。

        「まだ、おっぱいしか触っていないのに……こんなに体をクネクネ動かして……本当に可愛いね」

        レオナが自らの指を私の口の中に差し込んでくる。ペロペロと舐めろという素振りを見せたので、私は不器用だけれども舌を動かした。

        私の唾液がたっぷりついた指先で胸の先端をいじり倒す。ぬるぬるとしていて、また先ほどとは違った快感に体が火照りだした。

        「あぁ……ん……ゃ……あっ……んっ」

        「遠慮しないで喘いでもいいんだよ」

        私は瞳を開いて困ったように見つめると、レオナはクスッと笑っていた。彼女の顔が胸の先端に近づいてきて乳輪をねっとりと舐めてくれる。その舌使いがあまりにもいやらしい。でもすごく綺麗だ。彼女は淫らな姿もこんなに綺麗なのかと感動していた。

        ざらついた舌で乳輪を舐め、徐々に胸の先端へと移動していく。チロチロと舌の先でいじられると、気持ちよくて頭がおかしくなってしまいそうだった。

        「はぁんっ……あっ……んっ…… あっ」

        私の胸の先端を舐めながら、レオナは自分が着ているジャケットを脱いだ。胸の先端から唇が離れると、私に見せつけるようにスーツを脱いでいく。とても妖艶な魅力があり、心臓の鼓動は加速していく。

        レオナは下着姿になると、私の体を起こしてソファーに体を預けるようにして座らされた。

        「……先生、すごくやらしくて、綺麗な体だね」

        「恥ずかしいから……あまり見つめないで」

        レオナが私の隣に座って胸をゆっくり揉みながら、もう片方の胸の先端をペロペロと美味しそうに舐めている。こんなに綺麗な女性に胸を舐められるなんて、あまりにも刺激的が強い。

        優しく舐めていると思えば、今度は甘噛をされる。それが気持ちよくて、体がピクピクと震えてしまう。

        「先生、体がピンク色に染まっているよ？」

        「だって……」

        私が照れていると唇にチュッと優しくキスをしてくれた。私はソファーの上で足を大きく開きアルファベットのＭのようにされた。他人の前でこんなに足を大きく開いたことがないので、躊躇してしまう。レオナが私のひざを舐めてきた。

        「あ……んっ……あっ……そんなところっ」

        足を舐められているのに、 おなかの中が熱くなってきて大事なところから何かが溢れてくるような感覚に陥った。太ももを閉じようとすると手で押さえられてしまう。レオナは膝から足のすねをゆっくりと舐めていく。

        「ひゃぁ……んっ」

        くすぐったくて足のつま先をぎゅっと丸めた。足の甲にたどり着いた唇がチュッチュッと吸い付く。そして私の足の指を口の中に含んでしまった。

        「待って。お風呂に入らせて。ああ……せめてシャワーを……」

        私の言葉を無視して足の指の間をしたが滑り抜けていく。体験したことのない快楽に心臓が壊れてしまいそうなほどドクドクと動いていた。

        「お願い……やめて……」

        必死でお願いするので、レオナは仕方がないなという様子で口の中から足を解放してくれた。唇をペロッと舐める。

        「とってもおいしいよ。もうどこでも舐めたくなっちゃう」

        とても変態チックなことを言われているのに、彼女が言うと素敵な言葉に聞こえてしまう。それは、私が彼女に惚れてしまっているからだろうか。

        レオナが挑発するように私のことを見つめてくる。

        「……ねえ？　さっきから腰がくねくね動いているようだけど。もっと触って欲しい場所があるんじゃないの？」

        「えっ？」

        不思議と私の大切なところがキュンキュンと疼いているような気がした。初めてなのにこんなに感じてしまうなんて私の体は淫らなのかもしれない。

        「ねえ？」

        私は恥ずかしすぎて瞳を逸らした。すると、大きく足を開いて太ももにキスをしてくる。

        「あっ……んっ……あっ、ダメ」

        レオナの弾力のある唇に翻弄されていく。ショーツの上にレオナの鼻先が当たった。

        「いやっ」

        「大丈夫よ。気持ちよくしてあげるから……」

        スカートとショーツが脱がされて、私は一糸まとわぬ姿になった。大切なところの花びらを開いてじっくりと見つめられる。

        人に見せたことがないところなので、恥ずかしくてどうしようもない。

        レオナはこういうことに慣れているのだろうか。長い舌が伸びてきて秘裂を下から上へとねっとりと舐めていく。熱くなった舌に自分の大事なところが溶けてしまいそう。

        「あぁっ……、やっ……そんなにペロペロしないで……」

        蜜口からとろりとした液体が溢れてくる。何か漏れてしまったのかと思って私は羞恥心に襲われた。

        「……お願い、何か……も、漏れちゃう」

        その蜂蜜のようにとろりとした液体をレオナは美味しそうに吸い上げる。それだけでも、とてつもない快感に襲われてしまう。

        上の方にある敏感な粒をレオナの舌が転がす。強い刺激に私はめまいを起こすようになった。これ以上されたらどうなってしまうのだろう。

        「それ以上しちゃ……ダメっ……変になっちゃいそう」

        私が必死で訴えるけれど、レオナは一向にやめてくれる気配がない。舌で敏感な鈴を転がしたり、溢れる蜜を吸い上げたり、次から次へと強い刺激を与えてくる。

        ジュルル――と、強く吸われた。

        感じ過ぎて体がおかしくなっちゃう。

        私はついにその快楽に耐えられなくなり、大きな波に襲われてしまった。体がビクンと跳ねて、全身が痙攣している。ふわふわな羽毛布団に包まれたような不思議な感覚だった。

        レオナが私の足の間から視線を向けている。

        「先生。すぐにいっちゃうなんて可愛い。もっと好きになっちゃいそう」

        呼吸が乱れてぼんやりとしていると、レオナの綺麗な人差し指が蜜口に触れた。中からとろっとした液体を掻き出す。

        「わぁ、すごい。糸引いているよ」

        「……いや」

        蜜で濡れた人差し指を見せられたので、目をそらした。

        「感じてくれて証拠だから嬉しいよ」

        優しい声で言われると胸がキュンとなる。

        これが女性同士で行うセックスなのだ。神秘的ですごくいいものだなと感じていると、 レオナの目つきが変わった。

        「これで終わりだと思っているでしょう？　まだだから」

        「えっ？」

        「初めはちょっと痛いかもしれないけれど我慢してね」

        何をされるのかと思っていると、私の濡れそぼった蜜口にレオナの人差し指がゆっくりと入ってきた。浅いところで抜き挿しを繰り返す。

        「……あっ……」

        「外側も中も気持ちよくなってもらわないとね。私とのこの行為が忘れられないようにしてあげる」

        魅力的な言葉を言われ私は溺れていく。綺麗な指がゆっくりと入ったり出たりを繰り返すと、その度にピチャピチャと音が鳴る。

        中がどのような仕組みになっているのかわからないけれど、私が気持ちいいと思えば思うほどトロトロの蜜で溢れるのだ。

        レオナのソファーを汚してしまうのではないかと心配してしまう。

        指がだんだんと奥まで入ってくると、 少しきついなという感覚に襲われた。

        「んんんっ」

        思わず体に力が入ってしまう。

        「リラックスして。ちょっとずつ広げていくから大丈夫よ」

        本当に時間をかけてゆっくりと中に進んでいく。私の体の中に大好きな人の指が入っているのだと思うと、胸がとても熱い。ものすごく奥まで届くととても敏感な部分があった。そこに気づいたレオナは、気持ちいいところを中心に攻めてくる。

        「あっ……んっ、あっ……ああ、そこ……あまり刺激をしないで」

        外側をいじられていたときとはまた違った快感に、私の心が追いついていない。愛する人に触れられるしあわせを噛み締めた。

        指の本数が増やされ、ズボズボと抽送を繰り返す。私はあまりにも気持ちが良くて我を忘れて大きな声で喘いでしまった。

        「あっん、あっ……んっ……もうそんなに……またおかしくなっちゃう」

        「いいわよ、いって」

        指の動きがものすごく激しくなると私はまた大きな波に飲み込まれてしまった。次の瞬間ものすごく強い快楽に頭が真っ白になった。

        呼吸が落ち着いてくるとレオナは私の近くに来て頭を撫でてくれる。そして、愛情たっぷりのやさしいキスをしてくれた。

        「愛しているわ、先生」

        「……名前で呼んで」

        「麻里子。好きよ」

        その夜、レオナは私のことをずっと離してくれなかった。

        　

        目が覚めると背中に温かい体温を感じた。少し足を動かすと、誰かの足に触れる。……そうだ。昨夜、私はレオナとついに結ばれたのだった。

        生まれたままの姿で抱き合って、レオナのベッドの上で私とレオナは眠りについていたようだ。

        愛する人と迎える朝がこんなにもしあわせなのか。もう大好きな人と離れたくない。

        「おはよう。目が覚めた？」

        背中から優しい声で話しかけられ私はこくりと頷いた。

        大好きな彼女の匂いが染み付いたベッドで横になっているのがあんまりにも気持ちよくて、ここから動きたくない。けれど今日も学校があるから準備をしなければ……。

        「そろそろ起きて出勤の準備をしなきゃ」

        「そうね」

        体を反対側に動かしてレオナと目が合うと、私たちは甘い口づけをした。

        　

        ベッドから抜け出しシャワーを浴びてから、リビングに戻るとレオナは涼しい表情で英字新聞を読んでいる。

        「もしよければ、私の服を貸してあげようか？」

        「え？」

        「これから家に戻って、着替えをしてから行くなんて大変でしょ？」

        「でも、あなたは体が細いから……」

        「先生よりも身長は高いけどウエストとかはあまり変わらないよ」

        クローゼットの部屋まで連れて行ってくれると、とても広い部屋にびっしりと服がかけられてあった。

        洋服専用の部屋があるなんて、やはりここはものすごく広い家なのだと思った。

        学校に着て行っても恥ずかしくないようなスーツを貸してくれた。

        七分袖のジャケットなので、サイズもなんとかこれでごまかせそうだ。

        こういうときもし彼氏の家だったら、洋服を借りることができないので大変だっただろうな。

        「じゃあ、着替えるわね」

        「見ていてあげる」

        「だめ、よ……」

        下着しか身に着けていない状態なので恥ずかしい。

        全身が鏡に映る自分と目が合うと、顔が真っ赤になっていて目が潤んでいた。レオナの前でこんな少女のような表情をしているのだと思うと恥ずかしくてたまらない。

        レオナにつけられたキスマークが全身に咲いている。

        「……こんなに」

        思わず呟いてしまうと、レオナは頭を撫でてくる。

        「見えるとこにはつけていないから安心して」

        レオナの視線の中、私はスーツに着替えていく。

        実際に着てみると、ウエストのサイズなどはちょっときついけど、なんとか着ることができた。レオナが近づいてきて体のラインに触れてくる。

        「うん、ぴったりじゃない？」

        「七分袖だからなんとかなったけど、長袖だったらきっと無理ね」

        「とても似合うよ」

        私の頭を優しく撫でて、頬を包み込んで、ゆっくりと顔を近づけてくる。そして、唇を重ね合わせてきた。朝なのに甘い雰囲気になってしまい私の体が疼いてしまう。

        クローゼットから出ると、朝食が用意されていた。

        トーストとスムージー。彼女らしいおしゃれな朝食だ。私のために準備をしてくれたと思うと嬉しくて胸が熱くなる。

        「私、ずっと実家暮らしだから料理が苦手で」

        「私もあまり得意じゃない。無理に料理なんかすることないよ。今はケータリングがあったりするし」

        女性は料理をしなければいけないというのは母親の教えだった。

        レオナはその考えを覆してくれる。彼女といると新しい発見がこれからもできるかもしれない。どんなこともプラスに捉えて、良いふうに考えさせてくれる彼女を私はとても尊敬していた。

        玄関まで見送ってくれる。

        「じゃあ、今日も一日お互い頑張ろうね」

        「ええ」

        私はレオナのマンションから出て学校へと出勤したのだった。

        　

        　

    

    
        第五章　プラネタリウム

        　

        午前中の授業が終わると、私は職員室に戻ってランチを手に持ちすぐに出ていく。

        保健室に向かう途中、田中先生とすれ違い立ち止まった。

        「お疲れ様」

        「お疲れ様です」

        周りに生徒がいないことを確認すると、田中先生が小声で話しかけてきた。

        「レオナからメールもらったんです。その……おめでとうございます。僕が入り込む隙間がなかったようですね」

        まさか私の同僚に交際報告をしていると思っていなかったので、驚いてしまう。

        「あいつは独占欲が強い女だ。だから僕に釘を刺しておいたのでしょうね。安心してと言っといてください。レオナの美しさとスペックには勝てないと」

        田中先生は嫌味を言う訳でもなく、本当に心からお祝いしてくれているような感じがした。私が女性と交際するということで批判をされるかなと覚悟していたけれど、差別することなく受け入れてくれることが嬉しかった。

        「田中先生もしあわせになってください」

        「……まいったな」

        くすくすと笑って、田中先生は職員室の方向へと歩いていた。

        　

        保健室に到着して扉を開くと、中には生徒が誰もいない。佐久間先生が一人で食事をしていた。佐久間先生とゆっくり話ができる！　嬉しくなった私はそっと声を掛けた。

        「佐久間先生、失礼します」

        こちらを振り向いた彼女が笑顔を浮かべる。

        「長谷川先生、お疲れ様です」

        「一緒にランチいいですか？」

        「ええ、どうぞ」

        佐久間先生の隣に座って、会釈をして微笑み合う。

        手作りのお弁当を広げる佐久間先生の横で、出勤前に買ってきたサンドイッチを開いた。

        私の恋を応援してくれていた佐久間先生には、ちゃんと報告しておきたい。

        「実は付き合うことになりました」

        「あら！　おめでとう」

        私のレオナとの交際報告に佐久間先生は自分のことのように喜んでくれる。

        「いろいろと悩んだんですけど、佐久間先生が背中を押してくれたので私は勇気を出すことができました」

        「頑張って良かったね。末長く仲良く過ごしてくださいよ」

        私は女性と交際をするなんて考えてもいなかったけれど、人それぞれ生き方が違ってもいいと思う。

        最初の頃は、固定観念に縛り付けられていたけれど、誰かを好きになる気持ちはどうすることもできない。今は、レオナと過ごす時間を楽しんで行こうと思っている。

        愛する人と一緒に生きていこうと決めたけれど、やはり気になるのは両親のことだった。これから付き合っていけば女性と交際していることを知られてしまうだろう。私はそのことが気になって俯いてしまうと、心配そうに顔を覗きこまれた。

        「どうかしたの？　何か心配なことでもあるとか？」

        「佐久間先生は、ご両親に交際していることは伝えているのですか？」

        「そのことね」

        佐久間先生はにっこりと笑う。

        「交際して三ヶ月が過ぎた頃、母親に気が付かれたの。隠しても無駄だなと思って正直に伝えたわ。母親の周りには同性愛者が一人もいなかったから、本当に驚いていて……。何度も別れなさいって言われたけれど、絶対に別れないと言い張ったの」

        やはり交際するには乗り越えなければいけない壁なのかもしれない。

        「そうだったんですね」

        「世間体を気にして好きでもない人と結婚するくらいなら、愛する人と一緒に過ごしていきたいわ。結局、母親とは理解し合うことができなくて、今はほとんど連絡を取っていないの。もちろん、親だから感謝する気持ちはあるんだけど……。これだけはどうしても譲れなくて」

        きっと私の母親も全く理解をしてくれないだろう。常識から外れたことをするのが大嫌いな人だから。

        「一年に数回は手紙を書いているの。私がしあわせなことを伝えることで、理解をしてもらえたらいいなと思って」

        私は質問をしといてなんという言葉をかければいいのかわからなかった。

        　

        　◆

        　

        「プラネタリウムに行きたい」

        突然言い出したレオナの提案で、私たちはプラネタリウムに行くことになった。レオナは仕事が忙しいのに、私のために時間を取ってなるべく会うようにしてくれている。

        レオナは車を運転するけれど、時間がないときはタクシー移動だ。その道中、私は質問をする。

        「どうしてプラネタリウムなの？」

        「本当は大自然の星を見に行きたいところだけど、なかなか時間が取れないから……。それに今のプラネタリウムはテクノロジーが発達してとても綺麗なのよ」

        「ふーん」

        平日の仕事帰りに行ったのであまり混んでいない。寝そべって見ることができるソファー席が空いていたので、二人で横になった。

        「このまま暗くなってしまうと眠ってしまいそうだわ」

        「眠ってもいいよ。私が起こしてあげるから」

        優しい彼女の発言に私の心がポカポカと暖かくなる。しばらくして心地のいい音楽が流れ、会場内が暗くなった。観客の視線が天井に集まると、レオナが私の手をそっと握ってきた。こういうとき、彼女に愛されているなと感じる。

        大好きな人と寄り添って手をつないで星を見るなんてとても素敵な時間だ。私は握られた手を少し強めに握り返した。

        空に広がる満天の星空。星座の名前ははっきり覚えていないけれど、宇宙の一部に溶け込んだような不思議な気持ちになる。

        いつも忙しい毎日を送っている彼女には、これぐらいの癒しが必要なのかもしれない。リラックスしたいだろうに、わざわざ私のこと思い出して呼んでくれるなんて本当に嬉しい。

        私は少しでもレオナの役に立てているだろうか。

        彼女の隣にいてレオナが明日も頑張ろうと思えるような存在になりたい。世の中にはこんなにたくさんの人がいるのに、私は運命的にレオナに出会うことができた。これってものすごい奇跡なんじゃないかなと思うと自然と涙が溢れてくる。

        　私が涙をこぼしていることに気付いた彼女が、人差し指で涙を拭ってくれた。私はにっこりと微笑む。大好きな人とこうやってそばにいるだけで本当にしあわせだ。他には何もいらない。この時間が永遠に続きますように……。

        　

        プラネタリウムから出ると、私たちは食事をして帰ることになった。特にお店を決めなかった私たちは、久しぶりに和食が食べたいという話になり定食屋さんに入った。

        カウンター席しか空いていなくて並んで座る。寄り添ってメニューを見て何を食べようか考えていた。食べ物の好みも私たちはとても似ている。

        「西京漬けのセットにしようかしら」

        「私も」

        二人で仲良く同じ料理を注文する。ビールで乾杯して、美味しい料理を持ちながら他愛のない話をしていた。こうして並んでいると姉妹か友達に見られているかもしれない。それが私にとってはなんとなく居心地が良かった。結婚という形に縛られない関係がこれほどまでに自分に合っているとは思わなかった。

        「お待たせいたしました。西京焼きセットを二つです」

        柔らかな女性の店員の声がして、私たちは料理に目を向ける。一緒に手を合わせていただきますをして、美味しい料理を嗜む。とてもしあわせな時間だ。

        「あぁ美味しい。やっぱりこれこそ日本人の味だよね」

        「レオナは和食が大好きよね」

        「ハーフだから、半分は日本人の血が流れているから」

        私たちは見つめ合って微笑む。

        料理を食べ終えて外に出て、私たちは少しゆっくりと歩いていた。

        レオナが真剣な声で話しかけてくる。

        「もしよかったら、同棲しない？」

        「え？」

        まさかそんな提案をしてくれると思わなかったので、驚いて言葉に詰まってしまう。もちろん嬉しくて胸がいっぱいなのだが、浮かんでくるのは母親の顔だった。

        「婚活パーティーを主催するような会社を経営しているせいで『ご結婚はなさらないのですか』なんて余計なお世話なことを聞いてくる人がいるんだけど、私はそういう人に対して愛する人がいるとはっきり伝えているの」

        その愛する人というのが私のことなのだろう。彼女のまっすぐすぎる性格に私はたまにとても恥ずかしくなってしまうことがある。でもそこが大好きなところでもあるのだ。

        「私は女性同士の結婚が認められているなら、結婚してもいいって思うぐらい好きなの」

        「ありがとう。私も同じぐらいでレオナのこと思っているよ」

        立ち止まったレオナが私の肩を掴んで、頬にそっとキスをした。周りに人がいたけれど、きっとレオナは外国人に見えるだろうから、挨拶代わりのキスだと思われているような気がした。

        「そういう意味を込めて……。同棲してこれから一緒に歩んでいきたいと思ってる」

        「……うん」

        はっきりと返事をしない私に、レオナは少し苛立っているようだ。気持ちはとても嬉しいけれど大切なことなのでしっかりと考えたい。

        「大切なことだから、ちゃんと考えさせてもらえるかな」

        「……わかった」

        少し不機嫌そうな声だったけどレオナは了承してくれた。そしてタクシーで家の近くまで送ってもらった。

        一生一緒に過ごしていくというのはプロポーズのようなものだ。レオナが私のことをそこまで真剣に考えてくれていると思わなくて、胸がジーンと熱くなる。

        　

        気持ちを落ち着かせて玄関の扉を開くと、部屋が静まり返っているような気がした。

        リビングに行くと両親が神妙そうな表情で座っている。

        「ただいま。テレビもつけないで、二人で深刻そうな顔をしてどうしたの？」

        明るい声で話しかけると、母親が私のことを鋭い目線で睨みつける。

        「今までどこに行っていたの？」

        「友人と食事をしてきただけだけど……」

        レオナのことを隠してしまう自分が嫌だった。愛する人と一緒にいたとどうして言えないのだろう。佐久間先生が悲しそうに話していた表情が思い浮かぶ。

        「麻里子、ここに座りなさい」

        いつもうるさいことを言わない父親が、厳しく低い声で名前を呼んだ。私は嫌な予感を感じながらゆっくりと両親の目の前に腰をかける。

        「麻里子、嘘をつかないで言ってちょうだい」

        「何でも言うから聞いて」

        何を聞かれても包み隠さずすべて話そうと覚悟していた。両親は目を合わせると、母親がうなずいて私に質問をしてくる。

        「交際している人がいるんじゃないの？」

        「ええ、いるわよ」

        即答すると、母親の表情がきつくなり、部屋の空気が悪くなっていく。

        「どうして紹介してくれないの？」

        「……紹介しようと思っていたけど、とても仕事が忙しい人だから」

        震える声で返事をすると、父親が重ねて質問をしてきた。

        「どんな仕事をしているんだ」

        「会社を経営をしているの」

        「連れてきなさい」

        父親の威厳のある声で言われると私は頷くしかない。会わせるのはいいとして、彼女が嫌な思いをしないだろうか？　レオナは強い人だから、どんなことを言われても平気かもしれないけれど、両親の心ない言葉を彼女には聞かせたくなかった。

        「わかったわ」

        すんなり答えた私の態度に驚いたのか、二人は目を合わせる。母親が私を見つめ口を開いた。

        「本当に連れて来られるような相手なの？」

        「どういう意味？」

        「……だから、その」

        言いにくそうにしている母親を見て、何か知っているのかもと思った。

        「麻里子が……外国の女の人と手をつないで歩いているって、近所の方に聞いたの」

        「そう」

        母親に言われて私は取り乱すかと思ったけれど、案外冷静だった。

        乗り越えなければいけない壁だとわかっていたからだ。

        「否定しないのね？」

        「ええ」

        私がはっきり答えると、母親はだんだんと顔を真っ赤にして、瞳に大粒の涙を浮かべた。

        「麻里子。あなたは何を言っているかわかっているの？　手をつないで歩いていたということは、その女と交際しているってこと？」

        声を震わしてなんとか冷静を保って問いかけてくる姿を見ていると、胸が苦しい。私は母親のことが嫌いではない。いろいろと決められて辛いことはあったけれど、いつも私のことを思ってくれているし、大事にして愛情たっぷりに育ててくれていたことがわかっている。できることなら彼女を悲しませることをしたくないけれど、それでもどうしてもレオナのことが好きなのだ。

        「そう。私は女の人とお付き合いをしています。彼女のことを心から愛しているわ」

        母親は呼吸が止まってしまうかと思うような表情になった。

        父親は眉間の皺を深くしている。

        「どうしてなの？　お母さんの育て方がおかしかった？　なんで」

        「お母さんも、お父さんも、愛情たっぷりに育ててくれたから、育て方を間違ってなんかない」

        「じゃあなんで。世の中にはそういう人がいるって言うことはわかるけど、どうして麻里子なの！」

        責めるような強い口調になった母親の背中を父親が優しくさする。兄の友人にキスをされてから男性が苦手になったっていう話をしようかと思ったけれど、もしあのときのことがなかったとしても、私はレオナのことが好きになっていただろう。

        「絶対に反対よ。今すぐ別れて、男の人と結婚しなさい」

        「どんなに反対されても私は彼女と別れる気はないの」

        初めての反抗だ。思いもよらぬ反発に母親は目を大きく見開いている。母親を悲しませてしまうことは心苦しいが、私の決意は固かった。自分の意見を言うなんて今まで有り得ないことだったけれど、こうして変わることができたのもレオナのおかげだと思う。

        「じゃあもうこの家を出ていきなさい。帰ってこないで」

        「……お母さんがそう言うなら私は出て行くわ。でも、二人のことを大切に思っていないわけじゃないから。私のことを理解できなくても、私はお母さんとお父さんのしあわせをずっと願っているし、二人の娘でいることを誇りに思って生きて行こうと思っているわ」

        ゆっくりとした口調で気持ちを伝えると、二人は静まり返った。

        私は立ち上がり、リビングを出て行く。私がしあわせになる姿を見せて両親に理解をしてもらおう。結婚することがすべてじゃない。

        愛する人と支えあって、前向きに生きていけるほうが数百倍、幸福だと思う。自分の部屋に入ると私はレオナにメッセージ送った。

        『レオナと交際していることを両親に反対され、家を出て行くように言われました。だからといって、レオナと同棲をするというのは何か違うかなとも思っています。まずは一人暮らしでもしようかなと……』

        すぐに返事が返ってくる。

        『辛い思いを一人でしたんだね。今すぐ迎えに行くから私の家においで』

        彼女の言葉があまりにも温かくて、私は瞳に涙が浮かんだ。

        強がっていたのかもしれない。

        本当は不安で怖くてたまらなかったのだ。

        私の考えていることもすべてわかってくれるレオナに、感謝の気持ちでいっぱいになる。

        『ありがとう。こんな夜中に迎えに来たら両親は常識がない人間だと怒るかもしれないから、明日レオナの家に行かせてもらいます』

        『わかった』

        私はこの家を出て行くため荷物の整理を始めた。もう簡単には、帰ってくることができないだろう。幸せになるためとはいえ、両親に辛い思いをさせてしまったのは事実だ。それだけが心残りだった。でも……人の心なんてわからない。いつか偏見がなくなり理解してくれる日が来ますように……。

        スマホを見るとレオナからメッセージが届いていた。

        『私たちの交際はまだまだ偏見が多い。辛いこと苦しいことが多いかもしれないけど、二人の愛する気持ちがあれば絶対に大丈夫。お互いのことを信じてこれからも一緒に生きていこう。愛しているよ、麻里子』

        私はスマホを抱きしめて、しっかりと頷く。レオナのことを信じてついて行くと覚悟が決まった。

        　

        次の日の朝、私は家を出るために玄関に立つ。ずっと両親と暮らしていたから、寂しさがこみ上げる。ちゃんと、祝福してもらって家を出たかった。

        気配を感じて振り返ると、父親が近づいてきた。私と父親は無言でしばらく見つめ合うと、私が頭を深く下げる。

        「今までお世話になり、本当にありがとうございました」

        「……落ち着いたら住所を教えなさい」

        「ええ。わかったわ。お父さんも元気で過ごしてね」

        父親は表情を全く変えなかったけれど、言いたいことがたくさんあるのだとわかる。けれど父親はあまり喋るタイプではない。

        「自分の意見をあまり言わない麻里子だった。 初めて自分の気持ちを伝えてくれたことは嬉しかった」

        ぽつりと呟くと、父親は少し涙ぐんでいる。

        「きっと彼女がお前のことを変えてくれたのだろう」

        「うん」

        満面の笑顔を浮かべると父親は背中を向けてリビングへと消えていった。私はもう一度頭を下げてから家を出て、自分のことを世界一愛してくれる彼女の元へと私は旅立った。

        　

        　

    

    
        エピローグ

        　

        リビングには太陽の光が差し込んでいた。テーブルには数々の料理が並べられていて、女性たちの明るく楽しい声が響いている。

        「酔っ払っていたのもあったんですけど、あまりにも気持ちが昂ぶってしまって路上なのにディープキスをしてしまったんです……。それをパパラッチに撮られてしまって」

        今日は佐久間先生と凜花さんが、レオナと同棲中の家に遊びに来てくれていた。

        一緒に暮らし始めて半年が過ぎていた。

        あまり家事が得意でない私に無理をしないでいいと言ってくれ、出来る範囲でさせてもらっている。

        愛する人との同棲生活は、胸がキュンキュンするというよりもほっとするというほうが大きいかもしれない。

        モデルの凜花さんは、自分が同性愛者だということをカミングアウトしたばかりだ。パパラッチに撮られたことがきっかけだが、もう隠しておくのがうんざりだったらしい。テレビでも雑誌でもレズビアンだということで毎日報道されていた。

        「でもパパラッチには彼女のことをちゃんと隠してねって言っているんです。一般人なので迷惑をかけられないから」

        凜花さんはモデルをしているだけあってとても肌が綺麗で、すらっとしていて美しい。それに負けないほどレオナも美人だけども……。

        「勇気のある決断でしたね。かっこいいと思います」

        レオナが言うと、佐久間先生は顔を赤くして嬉しそうに笑っていた。

        「二人も同棲してもう半年でしょう？　とても順調そうね」

        「はい。毎日楽しく過ごしています」

        ハッキリと答えるレオナに、佐久間先生は深く頷いた。

        「惚気話いっつも聞かされています」

        佐久間先生が茶化すように言うと、レオナは嬉しそうにしている。実家を出てきてしまったことには後悔が少しあるけれど、理解のある友人がいて、愛する彼女と一緒に過ごせている日々はとてもしあわせだ。

        「佐久間先生が焼いてきてくれたチーズケーキ食べませんか？」

        「食べる！」

        私は立ち上がってキッチンで紅茶を淹れてくることにした。

        　

        二人が帰って食器を洗っていると、レオナが近づいてきて後ろから抱きしめてくれる。

        「楽しい時間だったわね」

        「ええ」

        「ちょっと仕事が忙しいけれど、落ち着いたら旅行でもしよう」

        「いいわね。どこに行こうか？」

        食器を洗い終わった私はキッチンから振り返ると、レオナが優しい瞳で私のことを見つめている。私の頭をそっと撫でると、髪の毛に手を差し込んできて、顔をゆっくりと近づけてきた。唇が食べられるように奪われてしまい、そのまま甘いキスが始まる。

        レオナは私の上唇が大好きなようでハムハムと自分の唇で挟んでくる。私の唇の輪郭を確かめるように舌が這う。ゆっくりとねっとりとキスをされるとドキドキとしてきて、私は立っていられなくなってきた。腰に手を回してきたレオナが、体を密着させてくる。

        まだ太陽が昇っている明るい時間だというのに、私たちはお互いを求め合うようにキスに溺れていた。

        唇が離れると近い距離にいるレオナは優しい笑みを向けてくる。愛しているとか大好きだよとかそんな言葉はかけ合わなくても、お互いにとても大事な存在に感じているということが伝わってきた。

        私はレオナと交際するようになって、自分のことがちょっと好きになれた。ずっと自信がなかった私を支えてくれたのは間違いなく彼女だ。

        キスをしながらレオナが私の胸を手で包み混んできた。ゆっくりと円を描くように揉みしだく。

        「あん……っ、まだ明るい時間なのに……」

        「もう夕方だからいいじゃない。……朝も昼も夜も関係なく、愛する人と愛し合いたいの」

        恥ずかしいことを言われて顔が熱くなるのを感じる。けれど、同棲して半年が過ぎても、まだまだ私のことを大切に思ってくれるのが嬉しくて、頬が緩んでしまう。

        「いいでしょう？」

        おねだりされるような表情をされると、断ることができない。私の返事を待たずに、レオナがワンピースのファスナーを下ろし始めた。

        「ちょっと……ここはキッチンよ」

        「場所なんて関係ない」

        ちょっと強引だけれども、優柔不断な私にはレオナのように引っ張ってくれる人の方がちょうどいい。顔の角度を変えながら何度もキスをして夢中になっていると、邪魔をするようにチャイムが鳴った。

        「いいところなのに……誰？」

        レオナが若干イラついた口調でつぶやきながらインターホンの画面を見ると、宅配業者が映っている。仕方がなくオートロックを解除して玄関の前で、二人で待っていると、すぐに上までやってきた。

        「ご苦労様です」

        荷物を受け取ったレオナが差出人の名前を見て黙り込んでいる。誰からだろうと伝票を覗き込むと、そこに書かれていたのは私の母親の名前だった。

        慌ててリビングに戻ってきて段ボール箱を開封すると、そこには可愛らしい食器のセットが入っている。私の好きなブランドで、お茶碗、お皿、コーヒーカップ、ナイフとフォーク……全部二人分だった。その他にはお米やティッシュなどの日用品も這入っている。だけど、手紙とかはない。

        「もしかしたら、私たちの交際を、お母さんが少しずつ理解してくれているのかもしれないね」

        「そんな気がする。今のお母さんの精一杯の気持ちを詰め込んでくれたみたい」

        母親は母親なりに苦しんでいたのだろうが、結局は娘の幸せを一番に考えてくれたのかもしれない。そう思うと胸が温かくなって涙が溢れそうになった。

        「やっぱり母親なのね」

        レオナが優しい声で呟く。

        「私の親は偏見がなくなるぐらい幸せになりなさいって言ってくれている。麻里子のご両親を安心させるためにももっともっと幸せにならなきゃいけないね」

        私は力強く頷いた。

        「落ち着いたら、ちゃんと挨拶に行こう？　反対されても理解してくれるまで諦めないで頑張っていこう」

        レオナが私のことを力強く抱きしめてくれる。

        ひとりじゃない。二人でいれば最強だ。どんなに苦しいことも辛いことも乗り越えて行ける。

        私は不安を拭うように満面の笑みを浮かべた。レオナもにっこりと笑って頭を撫でてくれる。二人で立ち上がって窓に近づくと、とても綺麗な夕日で空が真っ赤に染まっていた。

        「綺麗ね」

        「明日もいい天気になりそう」

        私とレオナの心に希望が満ちていく。

        お互いに自然と手を繋いだ。これからも絶対に離さないで、生きていこうとの誓いを込めて――。

        　

        　

        　

        終

        

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        

        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　再会した元生徒と恋に落ちました

        著者　　　　　有住美花

        表紙イラスト　モルト

        発行日　　　　二〇一九年四月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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